
6
月
29
日
（
金
）
の
学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念
日
が
目
前
に
迫
っ
て
き
た
。
明
治
40
（
1
9
0
7
）

年
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
工
科
学
校
を
創
立
し
て
以
来
、
本
学
園
は
一
貫
し
て
工
業
教
育
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
新
た
な
飛
躍
の
年
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
周
年
事
業
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も
言
え
る
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に

つ
い
て
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
主
な
1
0
0
周
年
事
業
の
概
要
を
記
す
。

記
念
式
典

記
念
式
典
は
、
創
立
記
念
日

当
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
る
。
式
典
と
祝
賀
会
の
2
部

構
成
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
15

時
か
ら
16
時
迄
は
3
階
「
富
士

の
間
」
で
式
典
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
2
階
「
孔
雀
の
間
」
に

会
場
を
移
し
て
16
時
30
分
か
ら

18
時
30
分
の
予
定
で
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
る
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

を
来
賓
と
し
て
ご
招
待
す
る
ほ

か
、
海
外
も
含
め
た
本
学
関
係

者
お
よ
び
教
職
員
、
O
B
等
が

一
同
に
集
う
。
式
典
は
お
よ
そ

5
0
0
人
、
祝
賀
会
は
約
千
人

の
参
加
を
想
定
し
て
い
る
。

国
際
交
流
は
、
建
学
の
精

神
の
柱
の
一
つ
で
も
あ
り
、

本
学
は
海
外
10
校
と
協
力
協

定
を
結
ん
で
い
る
が
、
式
典

に
は
こ
の
う
ち
6
校
か
ら
、

理
事
長
・
学
長
等
が
訪
れ
る
。

来
訪
が
予
定
さ
れ
て
い
る
大

学
は
、
中
国
有
数
の
理
工
系

総
合
大
学
で
あ
り
20
年
以
上

の
交
流
を
続
け
て
い
る
華
中

科
技
大
学
を
は
じ
め
、
台
湾

か
ら
高
苑
科
技
大
学
、
中
国

科
技
大
学
、
南
台
科
技
大
学

の
3
校
、
タ
イ
の
キ
ン
グ
モ

ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ

リ
校
、
米
国
の
イ
リ
ノ
イ
大

学
シ
カ
ゴ
校
、
カ
ナ
ダ
の
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。

式
典
は
、
学
園
讃
歌
演
奏
の

な
か
開
幕
す
る
。
開
式
後
は
、

大
川
理
事
長
に
よ
る
式
辞
、
来

賓
代
表
者
に
よ
る
祝
辞
、
祝
電

披
露
、
校
歌
演
奏
と
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
、
柳
澤
学

長
に
よ
る
閉
会
の
辞
・
謝
辞
で

締
め
く
く
る
。

祝
賀
会
は
、
立
食
形
式
で
行

わ
れ
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、

来
賓
紹
介
に
続
い
て
本
学
伝
統

の
鏡
開
き
、
木
遣
り
、
津
軽
三

味
線
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
終
盤
は
、

本
学
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
演

奏
の
後
、
大
森
校
長
の
謝
辞
で

閉
会
と
な
る
。

当
日
は
、
「
学
園
の
百
年
史
」

や
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
念
品

が
用
意
さ
れ
、
全
員
に
配
付
す

る
。

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
概
要

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

専
門
職
大
学
院
、
専
門
学
校
新
設

1
0
0
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
専
門
職
大
学
院
と
専
門
学

校
で
あ
る
。
平
成
17
年
度
に
学

園
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
神
田
に

新
設
さ
れ
、
現
在
、
第
3
期
生

が
意
欲
的
に
学
ん
で
い
る
。

中
・
高
の
校
名
変
更
と

普
通
科
併
設

平
成
20
年
4
月
よ
り
中
学
は

校
名
を
「
日
本
工
業
大
学
付
属

中
学
校
」
か
ら
「
日
本
工
業
大

学
駒
場
中
学
校
」
に
、
高
校
は

「
日
本
工
業
大
学
付
属
東
京
工
業

高
等
学
校
」
か
ら
「
日
本
工
業

大
学
駒
場
高
等
学
校
」
に
そ
れ

ぞ
れ
変
更
す
る
。

ま
た
高
校
に
は
、
普
通
科
を

併
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に

「
百
年
記
念
館
」
建
設

本
学
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
る
図
書
館
・
情
報
複
合

施
設
「
百
年
記
念
館
」
（
地
上
9

階
、
地
下
1
階
）
は
、
10
月
開

館
の
予
定
で
、
現
在
建
設
中
で

あ
る
。
L
C
セ
ン
タ
ー
（
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
と
命
名
さ
れ
、

学
生
生
活
を
豊
か
に
彩
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に

「
1
0
0
周
年
記
念
ホ
ー
ル
」

中
学
・
高
校
の
あ
る
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
図

書
館
や
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ホ
ー
ル
の
機
能
を
併
せ
持

つ
多
目
的
小
ホ
ー
ル
（
地

上
3
階
、
地
下
1
階
）
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
日
野
式
2
号
機
」
の
復
元

国
産
機
初
の
飛
行
を
目

指
し
日
野
熊
蔵
大
尉
が
開

発
し
た
「
日
野
式
2
号
機
」

は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る

東
京
工
科
学
校
の
実
習
工

場
で
明
治
44
（
1
9
1
1
）

年
に
組
み
立
て
ら
れ
た
。

本
学
で
は
同
機
の
復
元
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
6
月

末
に
は
工
業
技
術
博
物
館
内
で

最
終
調
整
を
行
い
、
そ
の
ま
ま

館
内
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

百
年
史
編
纂

年
史
は
、
歴
史
編
（
2
2
8

頁
）
と
未
来
編
（
48
頁
）
か
ら

成
り
、
セ
ッ
ト
と
し
て
ハ
ー
ド

ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
る
。
歴
史

編
で
本
学
の
歩
み
を
集
大
成
し
、

未
来
編
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
主
体

と
し
た
。
記
念
式
典
当
日
に
配

付
さ
れ
る
の
で
、
是
非
、
本
学

の
歩
み
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
6
月
29
日
（
金
）
、

本
学
園
は
お
陰
さ
ま
で
、
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
顧
み
る
に
、
1
9
0
7
（
明
治
40
）

年
、
本
学
園
は
、
文
京
区
小
石
川
水
道
端
町
の

地
に
東
京
工
科
学
校
の
名
で
「
実
学
教
育
」
の

旗
印
の
も
と
、
実
践
的
工
業
技
術
者
を
養
成
す

べ
く
開
学
を
み
ま
し
た
。
1
9
1
1
（
明
治
44
）

年
に
は
、
多
く
の
教
育
機
関
が
集
ま
り
、
よ
り

学
問
的
環
境
に
適
っ
た
千
代
田
区
神
田
錦
町
に
、

当
時
と
し
て
は
た
い
へ
ん
近
代
的
な
学
舎
を
開

設
、
以
後
、
の
ち
に
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

の
技
術
部
門
を
担
う
副
社
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
中
尾
哲
二
郎
先
輩
を
は
じ
め
多
く
の
人
材
を

輩
出
す
る
に
到
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
実
質
的
に
本
学
園
の
発
祥

地
な
の
で
す
。

幾
多
の
胸
に
刻
ん
で
お
く
べ
き
事
柄
の
な
か

で
も
銘
記
す
べ
き
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
1

9
4
5
（
昭
和
20
）
年
2
月
、
誇
る
べ
き
神
田

校
舎

―
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
、
5
年
制

の
甲
種
実
業
学
校
と
し
て
東
京
工
業
学
校
を
開

校

―
を
戦
災
で
焼
失
。
焼
け
残
り
部
分
を
補

修
し
て
授
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
敗
戦
時
の

苦
境
に
見
舞
わ
れ
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年

4
月
、
新
制
東
京
工
業
高
等
学
校
な
ら
び
に
東

工
学
園
中
学
校
を
開
設
、
目
黒
区
駒
場
に
土
地

を
得
て
本
格
的
な
活
動
を
み
る
ま
で
続
い
た
苦

難
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。

1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
に
は
東
京
工
業
高

等
学
校
付
属
中
学
校
も
再
開
。
1
9
6
7
（
昭

和
42
）
年
に
は
、
日
本
工
業
大
学
の
開
設
を
み

ま
し
た
。
1
9
9
7
（
平
成
9
）
年
の
学
園
創

立
90
周
年
時
に
は
、
機
械
、
電
気
電
子
、
建
築
、

シ
ス
テ
ム
、
情
報
の
5
学
科
を
擁
す
る
学
部
お

よ
び
大
学
院
工
学
研
究
科
か
ら
な
る
総
合
的
な

教
育
・
研
究
体
制
が
確
立
。
さ
ら
に
1
9
9
6

（
平
成
8
）
年
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
ク

ロ
ウ
ズ
ネ
ス
ト
・
パ
ス
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

し
、
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年
に
は
、
地
球
環

境
維
持
に
向
け
、
い
ち
早
く
〈
国
際
環
境
規
格

I
S
O
1
4
0
0
1
〉
の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。

「
学
園
第
二
世
紀
」
へ
と
歩
を

す
す
め
る
創
立
1
0
0
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
に
際
し
、
鋭

意
踏
み
切
っ
た
の
が
、
学
園
発

祥
の
地
と
い
う
べ
き
神
田
に
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
た
、「
社
会
人
の
た
め
の
」

専
門
職
大
学
院
で
、
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」

に
寄
与
す
る
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
、
学
園
は
新
た
な
ベ
ク
ト
ル
に
沿
っ
て
果

敢
に
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。
学
園
関
係
者
の

皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
従
前
に
も
増
す
ご
奮
闘

な
ら
び
に
ご
尽
力
を
強
く
期
待
い
た
し
ま
す
。

実
学
精
神
に
基
づ
く

学
園
第
二
世
紀
へ
の
挑
戦
を
！

理事長
大川 陽康

本
年
、
学
園
は
め
で
た
く
1
0
0
周
年
を
迎

え
、
日
本
工
大
は
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
長
い
年
月
に
お
い
て
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

の
方
々
の
努
力
、
そ
し
て
支
援
の
も
と
に
、
学

生
た
ち
の
学
び
、
成
長
、
飛
翔
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
学
園
が
百
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
関
係
す
る
す
べ

て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
は
学
園
の
歩
み
を
「
本
物
を
引
き
継
い
だ

一
世
紀
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
園
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
東
京
工
科
学
校
お
よ
び
東
京
工

業
学
校
は
、
学
校
工
場
を
設
け
、
実
習
が
製
造

に
直
結
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
の
開
学

の
際
に
は
、
東
京
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
実
習
教
員
の
指
導
の

下
で
、
本
学
が
使
用
す
る
施
設
設
備
の
部
材
作

り
に
携
わ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
本
物
を
作
り
出
す
校
風
は
本
学
に

引
き
継
が
れ
、
工
業
技
術
博
物
館
で
は
工
作
機

械
や
S
L
が
動
態
保
存
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
授

業
で
は
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
に
挑
戦
し
、
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
で
は
思
い
思
い
に
も
の
づ

く
り
に
打
ち
込
む
と
い
う
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

隅
々
に
、
そ
の
精
神
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
も
、
製
造

業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
最
前
線
で
の
知
見

を
、
よ
り
強
力
な
も
の
と
す
べ
く
、
多
く
の
プ

ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
学
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
諸
君
も
ご
存
知
の

よ
う
に
、
新
た
な
総
合
情
報
施
設
と
し
て
百
年

記
念
館
の
建
設
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ル

ー
ム
、
学
生
ホ
ー
ル
な
ど
、
学
生
諸
君
に
は
、

こ
れ
ら
多
彩
な
施
設
を
存
分
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
第
二
世
紀
に
向
け
て
本
学
で
は
、
よ

り
い
っ
そ
う
本
物
に
向
き
合
い
、
現
場
に
直
結

し
た
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
今
日
の
社
会
に
お
い

て
、
か
つ
て
は
手
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
が
次
々
と
モ
ニ
タ
ー
の
中
に

入
り
込
み
、
さ
ら
に
は
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
1
0
0
年
前
に

比
べ
て
、
人
が
触
れ
る
情
報
量

は
圧
倒
的
に
増
え
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
手
と
い
う
高
性
能
な
セ
ン
サ
ー
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
、
極
端
に
減
っ

て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
学
生
諸
君
に
は

本
学
の
恵
ま
れ
た
技
術
習
得
の
環
境
を
、
ぜ
ひ

十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

本
物
と
現
場
か
ら
得
た
も
の
を
社
会
で
活
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

本
物
を
引
き
継
い
で
き
た
百
年
。

学長
柳澤　章

いよいよ今月29日、100周年記
念式典が開催される。さらに、
秋にかけてさまざまな記念行事
が計画されており、充実した
100周年となることが期待され
る。左は無限を表す「メビウス
の環」をモチーフとした100周
年記念シンボルマークである。

創立100周年を迎えて

ご 挨 拶

駒場キャンパス「100周年記念ホール」 宮代キャンパス「百年記念館」

創立100周年を迎えて

ご 挨 拶

6月29日（金）学園創立100周年記念式典開催
於・帝国ホテル

6月29日（金）学園創立100周年記念式典開催
於・帝国ホテル



学園創立100周年を記念し、本学では学生が参加する100周年記念行事を次の様に企画し
ています。特に「論文コンテスト」「シンボルマーク」コンテストでは、学生の皆さんの
フレッシュな提言・提案に期待しています。詳細は以下の通りですので、是非、ふるって
ご応募ください。提出期限は9月28日（金）、審査結果の発表は10月20日（土）に百年記念
館で行います。
百年記念館は、10月13日（土）にこけら落しを行いますが、その後の1週間は、百年記

念館オープニングイベントとして、学生主催の映画祭やパフォーマンスが開催されます。
皆様お誘い合わせのうえ、ご参加ください。大勢の方々のご参加をお待ちしています。

■百年記念館オープニング映画祭
～学生が選んだ映画鑑賞会～

百年記念館の150名収容のマルチメディア教室で150インチのスクリーンを使って劇場感
覚で名画を鑑賞します。
【上映映画】
上映する映画は、①在籍する留学生の母国の文化を紹介するものとして、韓国、タイ、ベトナム
等のVTR（それぞれ15分～30分程度）と②学生が選んだ劇場映画を2本、それに③アジア映画
（中国を予定中）1本を予定しています。
【日時・放映内容】
・10月15日（月）～17日（水）18:30～2時間程度

15日（月） 各国文化紹介VTR＋学生が選んだ映画
16日（火） 各国文化紹介VTR＋アジア映画
17日（水） 各国文化紹介VTR＋学生が選んだ映画

【抽選会】
・抽選番号を印刷した映画鑑賞チケットを配布し、映画鑑賞後に、景品の当る抽選会を実施しま
す。

■百年記念館オープニング学生パフォーマンス
～学生による演奏・演劇鑑賞会～

10月15日（月）から19日（金）の1週間、昼休み時間を利用し、百年記念館のマルチメディア
教室で学生パフォーマンスを上演します。
【実施内容】
・吹奏楽団による演奏発表　3日間：
アンサンブル形式（指揮者なしで5～6人が演奏）で5～6曲を演奏（20～30分程度）
・留学生による演劇等発表　2日間：1日に3種類の演目を上演（30分程度）
①ミャンマーの留学生による人形劇　②中国留学生によるモンゴルの民族舞踊
③バングラディッシュの留学生による民謡　＊2日とも同じ内容で上演します。

【日時・上演内容】
・日時：10月15日（月）～19日（金）の昼休み12:30～13:10

15日（月） 吹奏楽団による演奏
16日（火） 留学生によるパフォーマンス
17日（水） 吹奏楽団による演奏
18日（木） 留学生によるパフォーマンス
19日（金） 吹奏楽団による演奏

【参加の特典】
・参加者には軽い昼食を配付する予定です。

（2） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号（3） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

新ランドマーク 「百年記念館」

⑥水噴霧スプレーノズル
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⑦水噴霧時の建物表面温度分布イメージ図

⑥⑦＜水噴霧システム＞
百年記念館では外壁に霧（65μm程度の水の粒子）を発生する
ノズルを配し、気化熱によって建物周辺の空気の温度を2～3℃
下げ、冷房負荷を低減するよう計画されている。気温が高いほ
ど気化熱の効果が上がり、室内の冷房負荷も低減することがで
きる。効果が期待できない低温、多湿、降雨時・強風時には、
センサーにより水噴霧を停止し、効果的に水噴霧を行う。また、
夕方には西面、朝は東面というように、冷房負荷の多い面に多
く霧を吹くことで負荷のピークを下げる。さらに、低層棟屋上
にはスプリンクラーを設置し、屋根面の温度上昇を感知して自
動的に散水することで、冷房負荷を低減するよう計画されてい
る。

＜その他＞
空調熱源には都市ガスの2重効用直焚き吸収式冷温水機を採用
している。また、建物全体で共通して床吹出し空調システムを
採用し、居住域空調としている。雨水貯留槽を設け、積極的に
中水利用を行っている。

学園創立100周年を記念し、さまざまな記念行事が開催される。ここでは、宮代キャン
パスで行われる行事を紹介する。

■学園創立100周年記念コンサート「ハープと室内楽の夕べ」

6月9日（土）午後6時から8時30分、本学学友会館ホールにおいて、学園創立100周年記
念コンサートが開催された。当コンサートは、地元市民の皆さんへの感謝を込めて開催し
たもので、会場300席のうち、280名を招待した。
日本工業大学主催、宮代町教育委員会、久喜市教育委員会の後援、（株）サン精密化工

研究所の協賛を得て開催された。
出演はNHK交響楽団所属演奏家5名とソロ活動演奏家2名で、このメンバーは、これま

で本学で数回開催されたコンサートでもおなじみ。ドヴォルザークのピアノクインテット、
チャイコフスキー『花のワルツ』など2時間にわたり9曲が演奏され、大好評を博した。

■ 6/30（土）13:00～15:00 工友会主催講演会

中村修二氏「青色LED開発秘話」

工友会（本学卒業生の組織）主催、日本工業大学後援で、青色LED開発者として著名な
中村修二氏を迎え、6月30日（土）13:00より記念講演会を開催する。今回は学園創立100周
年記念として、近隣の方々を広く招待する。地域の広報紙誌、一般紙等で告知したが、多
数の応募があった。

日　時：平成19年6月30日（土）13 : 00～15 : 00
講演者：中村修二氏　　青色発光ダイオード開発者

現　カリフォルニア大学サンタバーバラ校材料物性工学部教授
テーマ：青色LED開発秘話
場　所：日本工業大学
＊中村修二氏、青色LEDについての詳細は、本学ウェブページをご覧ください。
http://www.nit.ac.jp/special/nit_nakamura/index.html

■ 9/1（土） 第1回日本工業大学マイクロロボットコンテスト高校生大会

9月1日（土）本学内でマイクロロボットコンテストを開催する。マイクロ・ナノテクノ
ロジー分野の進展により、機械を構成するセンサー、アクチュエータ等の機械要素が微小
化し、それらを統合するマイクロ機械システムの研究開発は医療、家電、情報機器などの
分野で進展している。本コンテストは、1インチ（2.54cm）角のロボットが、所定のコース
を自立的に走行し、時間を競うもの。
本コンテストに参加できるよう、マイクロロボットキットを無料で配布するほか、必要

な基礎技術等を身につける講習会・工作教室などの開催も予定している。本コンテストを
契機に、高校生の創造性がさらに高まることを期待している。

日時：平成19年9月1日（土）10 : 00～16 : 00（仮）
会場：日本工業大学
主催：日本工業大学
後援：埼玉県教育委員会、（社）全国工業高等学校校長協会、精密工学会マイクロ／ナノ

システム研究専門委員会
問合せ先・申込み：工業教育研究所・原田昭教授または機械工学科・中里裕一准教授まで。
工業教育研究所　教授　原田昭

TEL：0480－33－7512、FAX：0480－33－7744、e-mail：akih@nit.ac.jp

機械工学科　准教授　中里裕一

TEL：0480－33－7634、FAX：0480－33－7645、e-mail：nakazato@nit.ac.jp

■ 9/8（土）～9/9（日） 付属中学・高校・大学主催

ミニ鉄道フェスティバル

9/8（土）～9/9（日）の2日間にわたって、宮代キャンパスでミニ鉄道フェスティバルを開
催する。参加予定台数は100台（2日間延べ　＊5/7に申込み終了）。
ドイツ、台湾、カナダからの友情参加が予定されている。

日程：9月8日（土）10 : 00 開会式、10 : 30～15 : 00 運転（一般客の乗車）
15 : 45～17 : 00 森　博嗣（もり　ひろし）氏講演（定員300名）

9月9日（日）10 : 00 試運転終了　10 : 00～ 運転開始　14 : 00 閉会式
14 : 30～15 : 00 ラストラン

会場：日本工業大学
主催：日本工業大学付属中学校、日本工業大学付属東京工業高等学校、日本工業大学
後援：東武動物公園、宮代町
運営事務局（問い合わせ先）：東京工業高等学校　機械科（担当：池田・粕谷）

TEL：03－3467－2130（代表） FAX：03－3467－2199

■ 10/13（土） 百年記念館　オープン記念講演
・第 1部　記念講演　教育ジャーナリスト　山岸駿介氏
「大学のエクセレンス―大学教育に求められるもの」

・第 2部　トークセッション
「大学がかわる―日本工業大学の挑戦」

・設計者による施設案内

10/13（土）13時から15時30分の予定で、百年記念館オープン講演が開催される。第1部は
教育ジャーナリスト・山岸駿介氏による記念講演、第2部はトークセッションで構成され、
その後、設計者（小川次郎准教授）による施設案内が予定されている。なお、パネル展
「百年記念館ができるまで」が10月1日（月）から20日（土）まで開催される。

日時：10月13日（土）13 : 00～15 : 30
会場：日本工業大学　百年記念館　1階マルチメディア教室およびカフェ棟
主催：日本工業大学

■百年記念館イベントスケジュール

募金のお願い

本学百周年記念事業として「百年記念館」（図書館・情報複合施設）を建設します。是非とも皆様の
絶大なるご支援を仰ぎたく、募金にご協力賜りますようお願い申し上げます。
■募金目標額　9億円
■募金の期間　平成20年3月31日まで
■募金をお願いする方
■Ⅰ個人の場合（特定公益増進法人寄付金）……担当：法人事務局
（在校生父母、卒業生、一般篤志家、教職員等）
1口　1万円（できれば2口以上）
お問い合わせは、法人事務局まで　TEL：03－3467－2132
■Ⅱ法人の場合（受配者指定寄付金）……担当：大学財務部
（取引先企業、卒業生・在校生父母の自営企業、その他の企業等）
1口　10万円（なるべく多くの口数をお申し込みくださいますようお願いいたします）
お問い合わせは、本学財務部経理課まで　TEL：0480－33－7504

■Ⅰならび■Ⅱともに寄付金の減免税措置が受けられます。

学園創立100周年記念行事
於・宮代キャンパス

学園創立100周年
学生が参加する100周年記念行事

学園創立100周年
学生が参加する100周年記念行事

学園創立100周年記念行事
於・宮代キャンパス

■論文コンテスト

趣 旨

募集テーマ

賞

応 募 資 格

締切り・提出先

審 査 委 員

審 査 方 法

発 表 日

本学園の創立100周年を記念し、次の時代を担う学生諸君に、本学の将来像や
本学及び学生諸君の果たすべき役割を提案する論文を募集します。

①科学技術と日本工業大学の将来

②私が考える日本工業大学及び自分自身の役割

各テーマに対して最優秀賞（1編）：楯と5万円相当の副賞

優 秀 賞（2編）：楯と3万円相当の副賞

学部生、大学院生、留学生別科生、研究生

平成19年9月28日（金） 午後 5 : 00 学生支援課（職員に手渡しのこと）

学長、学生支援部長、カレッジライフ支援委員等

審査委員会がテーマごとに論文を審査し、最優秀賞と優秀賞を決定する。

平成19年10月20日（土） 百年記念館

■シンボルマークコンテスト

趣 　 旨

募集テーマ

賞

応 募 資 格

締切り・提出先

審 査 委 員

審 査 方 法

発 表 日

本学園の創立100周年を記念し、学生生活における「マナー」に対する意識を
喚起させ、快適な学生環境の実現に寄与するシンボルマークを募集します。

①ゴミ関係（ゴミのポイ捨て禁止等）

②タバコ関係（禁煙、喫煙マナー遵守等）

③自転車関係（ルールやマナーの遵守：

放置、二人乗り、無灯火等）

各テーマに対して、最優秀賞（1点）：楯と5万円相当の副賞

優 秀 賞（1点）：楯と3万円相当の副賞

学部生、大学院生、留学生別科生、研究生

平成19年9月28日（金） 午後 5 : 00 学生支援課（職員に手渡しのこと）

学長、学生支援部長、カレッジライフ支援委員等

第1次審査：10月9日～13日に公開し、学生、教職員による投票を行う。

第2次審査：投票結果を参考に審査委員会が各テーマごとに最優秀賞と優秀賞
を選定する。

平成19年10月20日（土） 百年記念館

マークと文字との
組合わせも可能

完全分煙宣言！

西暦 和暦 月 日本工業大学のあゆみ

西暦 和暦 月 日本工業大学のあゆみ

3
日本工業大学の設立および寄付行為変更認可。
機械工学科・電気工学科・建築学科各80名（入学定員合計240名）

1967 昭和42
3 鉄筋コンクリート3階建て校舎第1期工事完成
4 日本工業大学開学、第1回入学生332名

1968 昭和43
11 学園創立60周年記念式典挙行
12 教職課程設置認可

1969 昭和44 11 校舎本館（1、2、3号館）が完成
1970 昭和45 11 全学年が揃う完成年次を記念して大学開学式を挙行
1971 昭和46 1 学生定員を３学科各160名に変更認可（入学定員合計480名）
1972 昭和47 1 学校法人寄付行為の変更認可、役員定数を増加（理事15名、評議員31名）
1973 昭和48 3 図書館完工

1975 昭和50
3 第三クラブ棟完工。コンピューター室設置
4 システム工学科を設置（定員80名）

1976 昭和51 2
学生定員変更認可（機械工学科・電気工学科・建築学科各200名、システム工学科80名
（変更なし）、入学定員合計680名）

1977 昭和52 11 学園創立70周年記念式典を大学において挙行
1978 昭和53 8 緑化推進運動「グリーン・キャンペーン」を開始
1981 昭和56 3 キャンパス緑化事業（最終年度）完了（7,219本、芝400m2）

1982 昭和57
3

大学院工学研究科（修士課程）の設置認可
機械工学専攻・電気工学専攻・建築学専攻各8名（入学定員合計24名）

5 大学院第1回入学生16名入学
1983 昭和58 5 東工学園下田寮（鉄筋5階建て）が完工
1984 昭和59 12 学生定員変更認可（システム工学科120名）
1986 昭和61 12 工業技術博物館が完工

2 電気工学科を電気電子工学科に名称変更認可

3
大学院工学研究科に博士課程（後期）設置認可
機械工学専攻・建築学専攻各2名（入学定員合計4名）

1987 昭和62
5 学園創立80周年記念事業「学友会館」完工
6 学園創立80周年記念式典挙行（会場：帝国ホテル）
9 ミニSL国際フェスティバル開催（会場：大学キャンパス）

1989 平成元 3 大学院工学研究科電気工学専攻博士課程（後期）設置認可（入学定員2名）

1990 平成2
3 法人名称を「学校法人東工学園」から「学校法人日本工業大学」に変更
12 システム工学科臨時定員増の申請認可（平成3年度～11年度の入学定員200名）

1991 平成3 5 システム工学科実験棟（E27）改築完工

1992 平成4
11 同窓会を工友会に改称
12 留学生別科日本語研修課程設置認可（入学定員40名）

1993 平成5 3 大学院工学研究科システム工学専攻修士課程設置認可（入学定員8名）

12
情報工学科設置認可（入学定員120名）。これに伴い、システム工学科入学定員変更（100
名）

1994 平成6
12

学生臨時定員変更認可（平成7年度～11年度、システム工学科入学定員160名、情報工
学科入学定員140名）

1995 平成7
3 大学院工学研究科システム工学専攻博士課程（後期）設置認可（入学定員2名）
3 建築学科実験研究棟新築工事完工

1995 平成7 4 情報工学科実験研究棟新築工事完工
3 平成2年着工のネパール仏教僧院の復元工事を完了

1996 平成8 5 ベルギーのベカルト社と共同出資でベキニット（株）を設立
6 日本工業大学カナダ研修所開設

1997 平成9
3 機械工学科実験研究棟および機械工作センター新築工事完工
6 学校法人日本工業大学創立90周年記念式典挙行
2 技術教育国際フォーラム「感性シリーズ」の第1回シンポジウム「感性と工学」を開催

1998 平成10
4 産学リエゾンセンターを設置
5 「歴史的価値のある工作機械の顕彰制度」制定
12 大学院工学研究科情報工学専攻修士課程設置認可（入学定員8名）

1999 平成11 3 先端材料技術研究センター完工
3 太陽光発電システム設置（300kw）

2000 平成12 4 工学部に数学（中学）の教職課程設置認可
12 大学院工学研究科情報工学専攻博士課程（後期）設置認可（入学定員2名）

2001 平成13
4 システム工学科・情報工学科に教職免許（情報）認定
6 全学で国際環境規格ISO14001（JACO）を認証取得

2003 平成15 4 獨協大学・文教大学との単位互換協定を締結
2 風力発電システム設置（5kW建築学科棟屋上）

2004 平成16 3 ファインブランキングセンター新築
11 大学院技術経営研究科技術経営専攻に専門職学位課程設置認可（入学定員30名）
3 神田キャンパス竣工

2005 平成17
4 大学院工学研究科情報工学専攻博士前期課程に教職課程（情報）設置認定
7 文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）」に採択
9 学内LAN工事完成（幹線1G、支線100M）

2006 平成18
3 埼玉県東部地区大学単位互換協定に埼玉県立大学が加わる
4 産学リエゾンセンターを廃止し、産学連携起業教育センター設置

■日本工業大学40年の歴史

10月
13（土） 14（日） 15（月） 16（火） 17（水） 18（木） 19（金） 20（土）

● ● ● ●
百年記念館 映画祭 表彰式

オープン記念講演 ● ●
学生パフォーマンス（昼休み）

●③マルチメディア教室内部イメージ図

①自然換気概念図　断面図

②自然換気概念図　平面図
①②＜自然換気＞
中間期（冷暖房をしなくても快適に過ごすことができる期間）をできるだけ
延長するために、北からの風を捉えた自然換気を促すよう計画されている。

●④「百年記念館」イメージ図

●⑤エントランスイメージ図

＊応募要領等の詳細は本学ウェブページをご確認ください。

＊応募要領等の詳細は本学ウェブページをご確認ください。



平
成
19
年
度
本
学
学
部
入
学
者
の
都
道
府
県
別
入
学
者
数
が
ま
と
ま
っ
た
。
総
入
学
者
数
は
1，

1
5
3
名
。
う
ち
女
子
学
生
は
43
名
、
留
学
生
等
は
32
名
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
入
学
者
数
は
、
昨

年
に
続
き
埼
玉
が
ト
ッ
プ
で
3
1
7
名
。
次
い
で
東
京
が
2
4
2
名
、
茨
城
1
2
7
名
、
栃
木
92
名
、

群
馬
67
名
が
ベ
ス
ト
5
で
あ
る
。
こ
の
5
都
県
の
合
計
8
4
5
名
で
全
入
学
者
の
約
73
％
を
占
め
る
。

平成19年4月1日から「日本工業大学学生表
彰規程」に従って、下表に示す学生表彰を実
施する。この表彰は学園100周年を記念して、
学業や活動において特に優れた成績を挙げた
学生を讃えるために定められた。
なお、学長賞は平成18年度から実施されて

おり、平成19年3月20日の学位記授与式にお
いて、各学科3名の合計15名に授与された。
また、4月24日には、情報棟5階会議室におい
て、学業奨励奨学金給付奨学生の表彰式とポ
スター用写真の撮影が行われた。
努力した結果が評価されるため、これらの

賞を目標に頑張ってくれる学生が増え、結果
として大学生活を有意義に過ごしてくれるこ
とを期待する。詳細については、学生支援課
に問い合わせのこと。

表彰名称と学生表彰項目
項目 表彰名称

学部卒業時において、各学科で学業成績が
特に優れ、かつ人物が優秀と認められる者

学長賞

大学院（博士前期課程）の修了時において、
学術研究業績が特に顕著と認められる者

学長賞

学部の単年度（1,2,3年次）において、各学
科で学業成績が特に優秀で、人物が優れて

エクセレント

いると認められる者
スチューデント（ES）賞

学業面
学部の単年度（1,2,3年次）において、各学科
で上記ES以外の学業成績優秀者で、人物

リマーカブル

が優れていると認められる者
スチューデント（RS）賞

学部のエクセレント工房において、定めら カレッジ
れた条件を満足したと認められる者 マイスター賞

学部のプライマリー工房において、定めら カレッジマイスター
れた条件を満足したと認められる者 プライマリー賞

学部卒業時において、英語科目で特に優秀 英語教育
な成績を挙げたと認められる者 センター長賞

課外活動において、特に優秀な成績を挙げ
たと認められる者

学生支援部長賞

学生生活面
社会活動において、特に顕著な功績を残し、
社会的に高い評価を受けたと認められる者

学生支援部長賞

毎
年
4
月
、
5
月
に
は
、
学

生
自
治
会
の
各
委
員
会
が
主
催

し
て
新
入
生
を
歓
迎
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
、
主
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
す
る
。

恒
例
の
大
学
祭
実
行
委
員
会

主
催
「
春
の
ぽ
か
ぽ
か
こ
ん
さ

ぁ
と
」
が
4
月
14
日
（
土
）
、
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
は
、 Spyralcall

とcloudica

の
2
組
。

大
学
で
行
う
ラ
イ
ブ
は
初
め
て

と
い
うSpyralcall

は
、
8
曲
と

ア
ン
コ
ー
ル
1
曲
の
計
9
曲
を

熱
唱
し
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
と
も
か

と
ケ
ン
イ
チ
の

二
人
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る

cloudica

も
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
ス
テ
ー
ジ

を
披
露
し
て
く

れ
た
。

5
月

10
日

（
木
）
に
は
、

中
央
執
行
委
員

会
主
催
の
新
入

生
歓
迎
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
出
演
者

は
、
ネ
ゴ
シ
ッ
ク
ス
、
若
井
お

さ
む
、
永
井
佑
一
郎
（
ア
ク
セ

ル
ホ
ッ
パ
ー
）
、
パ
ン
ク
ブ
ー
ブ

ー
の
4
組
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
お
馴
染
み
の
人
気

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
を
一
目
見
よ

う
と
、
会
場
と
な
っ
た
学
友
会

館
に
は
開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列

が
出
来
て
い
た
。
3
0
0
人
余

を
収
容
す
る
ホ
ー
ル
は
満
席
と

な
り
、
立
ち
見
客
も
で
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
歯
切
れ
の
い
い
テ
ン

ポ
の
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
に
学
生

た
ち
も
大
爆
笑
。
今
春
入
学
し

た
新
入
生
た
ち
を
笑
い
で
祝
福

し
て
く
れ
た
。

5
月
16
日
（
水
）
に
は
、
体

育
祭
実
行
委
員
会
主
催
の
第
40

回
体
育
祭
が
、
本
学
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
雨
天

の
た
め
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
育

祭
実
行
委
員
会
と
し
て
も
こ
の

日
に
掛
け
る
思
い
は
強
か
っ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
零
（
ゼ
ロ
）」。

平
成
18
年
5
月
30
日
に
開
催

さ
れ
た
学
生
総
会
、
同
年
7
月

10
日
に
開
催
さ
れ
た
学
生
環
境

推
進
委
員
会
と
学
生
環
境
推
進

連
携
部
会
と
の
会
合
や
、
平
成

19
年
1
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

学
生
自
治
会
代
表
者
と
学
長
と

の
昼
食
会
に
お
い
て
「
学
内
を

完
全
分
煙
に
し
て
欲
し
い
」
と

の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
の
要
望
に
対
し
て
、
大
学

側
は
、
大
学
を
挙
げ
て
完
全
分

煙
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

学
生
自
治
会
か
ら
は
「
新
入
生

が
入
学
す
る
前
に
完
全
分
煙
を

実
施
し
た
い
」
と
の
要
望
が
あ

本
学
は
学
生
か
ら
の
要
望
で
、
平
成
19
年
4
月
9
日
か
ら
完
全

分
煙
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
今
ま
で

の
体
制
を
見
直
し
て
、
ゼ
ロ
か

ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
い
う
思
い
か
ら
決
ま
っ
た
も

の
だ
。
新
入
生
た
ち
は
、
パ
ン

食
い
競
走
や
騎
馬
戦
、
綱
引
き

に
参
加
し
、
白
熱
し
た
競
技
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
期
待
と
不

安
を
胸
に
入
学
し
た
新
入
生
だ

が
、
こ
の
時
期
に
は
大
学
生
活

に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
た
よ
う
で
、

体
育
祭
を
楽
し
む
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。

内
容
と
し
て
は
、
冒
頭
部
分
で
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
体
制
、
1
0
0
年
の

歩
み
な
ど
の
特
徴
を
紹
介
し
、
学
科
紹

介
で
は
来
年
度
か
ら
始
ま
る
各
コ
ー
ス

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
案
内
の
ミ
ニ

版
と
も
い
え
る
A
6
サ
イ
ズ

の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も
用

意
。
女
子
受
験
生
に
も
親
し

み
や
す
い
内
容
、
デ
ザ
イ
ン

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
学

案
内
と
も
デ
ザ
イ
ン
的
な
統

一
感
が
あ
る
。

入
手
希
望
者
は
入
試
室

（
0
4
8
0
―
3
3
―
7
6
7

6
）
に
問
い
合
せ
の
こ
と
。

平
成
20
（
2
0
0
8
）
年
度
の
大
学

案
内
が
完
成
し
た
。
表
紙
は
校
章
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、

本
文
部
分
も
含
め
て
全
体
的
に
落
ち
着

い
た
イ
メ
ー
ジ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

り
、
学
生
か
ら
の
協
力
を
得
て

4
月
9
日
か
ら
と
し
た
。

現
在
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ
フ
支
援

委
員
が
学
内
の
巡
回
を
実
施
し

て
い
る
が
、
喫
煙
場
所
（
学
内

22
カ
所
）
以
外
で
の
喫
煙
や
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
目
立
つ
の

で
、
喫
煙
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
欲
し
い
。

（4） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

新入生の出身地マップまとまる

学長と記念撮影する機械工学科3年の奨学生（4/24）

体育祭　騎馬戦の様子

大学案内とブックレットを発行平成２０年度

完
全
分
煙
実
施

4
月
9
日
か
ら

北　海　道 

2

青　　森 

 20（2） 

山　形 

 26（1） 

宮　城 

9

秋　田 

 17（1） 

岩　手 

 17（1） 

石　川 

 3（1） 

新　潟 

25

福　島 

 35（1） 

千　葉 

47 

（2） 

茨　城 

127 

（5） 

静　岡 

 21（1） 

山　梨 

 7（1） 

東　　京 

 242（4） 

愛　知 

0

長　野 

26

埼　　玉 

317（7） 

群　馬 

 67（5） 

栃　木 

92（1） 

奈　良 

0

和歌山 

1

三　重 

1

岐　阜 

2

滋　賀 

0

福　井 

0

富　山 

0

山　口 

0

広　島 

0

岡　山 

0

大　阪 

1

島　根 

1

鳥　取 

0

兵　庫 

 2（1） 

京　都 

2

徳　島 

1

高　知 

1

愛　媛 

0

香　川 

1

沖　縄 

2

鹿 児 島 

0

宮　崎 

0

熊　本 

0

大　分 

0

長　崎 

1（1） 

佐　賀 

0

福　岡 

0

神奈川 

 5（1） 

留学生他 合　計 

32（7） 1,153（43） 入学者総数（女子） 

〈凡　例〉 

※「新入生」には1年生の他、2年以上への編入学者・秋季入学者も含みます。 

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～ 

学生表彰にチャレンジ

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

高校生のみなさんへ

「オープンキャンパス」のお知らせ

●平成19年度　留学生在籍者（学部）

●平成19年度　女子学生在籍者（学部） ●留学生の出身国・地域
出身国・地域 計

中華人民共和国 110

大韓民国 8

中華民国 5

バングラデイシュ 4

ネパール 2

サウジアラビア 1

スリランカ 1

タイ 1

ベトナム 1

ミャンマー 1

モンゴル 1

計 135

学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 合計

1年 030 09 03 042

2年 2 3 019 04 05 033

3年 3 2 026 07 10 048

4年 1 027 02 05 035

計 5 6 102 22 23 158

学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 合計

1年 09 02 02 11 04 028

2年 04 08 01 10 05 028

3年 11 03 06 15 08 043

4年 04 05 04 08 14 035

計 28 18 13 44 31 134



①
大
学
ま
た
は
高
等
学
校
に
お

け
る
実
験
･
実
習

②
大
学
ま
た
は
高
等
学
校
に
お

け
る
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
　
　

③
高
等
学
校
に
お
け
る
文
化
祭

等
で
の
展
示
ま
た
は
も
の
づ

く
り
実
習

な
ど
を
高
大
連
携
の
取
り
組
み

と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

各
都
県
ご
と
に
協
定
の
調
印

式
を
行
っ
て
き
た
が
、
高
等
学

校
側
は
日
本
工
業
大
学
と
の
連

携
に
大
き
な
期
待
と
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
強
く
伝
わ
っ

て
き
た
。
意
見
交
換
の
中
で
、

高
等
学
校
側
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、
大

学
研
究
室
で
3
日
間
程
度
、
実

験
・
実
習
を
体
験
さ
せ
て
欲
し

い
旨
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
早
速

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
高
等
学
校
と
大
学
が

よ
り
一
層
連
絡
を
密
に
し
て
、

単
位
認
定
す
る
方
向
に
発
展
さ

せ
た
い
。
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
室
で
は
、
全
学
の
協
力
を

得
な
が
ら
高
等
学
校
側
の
思
い

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
実
の
あ

る
高
大
連
携
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

工
業
教
育
研
究
所

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

教
職
課
程
履
修
者
を
主
な
対
象
と
し
た
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
授
業
等
で
忙
し
い
中
、
多
く
の
学
生

が
小
学
校
や
中
学
校
で
活
動
し
て
い
る
。

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
制

度
の
目
的
は
2
つ
あ
る
。
1
つ

は
、
教
員
を
目
指
す
学
生
が
、

早
い
段
階
か
ら
教
育
現
場
に
入

り
、
児
童
・
生
徒
や
教
職
員
と

交
流
す
る
こ
と
で
、
教
員
と
し

て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

も
う
1
つ
は
、
学
生
の
若
い
力

で
地
域
の
教
育
活
動
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。

近
隣
の
小
学
校
・
中
学
校
・

養
護
学
校
等
で
の
授
業
補
助
が

主
な
活
動
内
容
だ
が
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
指
導
補
助
な
ど
も
対
象

に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
活
動

時
間
が
45
時
間
に
達
し
た
学
生

に
自
由
科
目
の
「
教
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ⅰ
」
の
1
単
位
を
、
さ

ら
に
活
動
を
続
け
て
90
時
間
に

達
し
た
学
生
に
は
「
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ⅱ
」
の
1
単
位
を
認

定
す
る
。

学
生
が
小
・
中
学
校
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と

は
、
本
制
度
以
前
に
も
あ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
し
た
学

生
は
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
こ
と
で
教
え
る
喜
び
を

感
じ
、
教
員
に
な
ろ
う
と
い
う

意
欲
を
一
層
強
め
て
い
る
。
ま

た
、
先
生
方
と
協
力
し
て
授
業

を
す
る
こ
と
で
、
社
会
性
な
ど

の
面
に
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ

る
。
一
方
、
受
け
入
れ
学
校
と

し
て
も
、
学
生
の
授
業
補
助
に

よ
っ
て
教
育
効
果
が
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

学
生
に
と
っ
て
も
、
地
域
の

児
童
・
生
徒
・
学
校
に
と
っ
て

も
有
益
な
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
今
回
、
制
度
化
し
て

単
位
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
が
成
績

表
に
も
残
る
こ
と
で
、
動
機
づ

け
が
一
層
高
ま
る
と
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
受
け
入
れ
学
校
側

か
ら
学
生
へ
指
示
を
出
し
や
す

く
な
り
、
活
動
が
よ
り
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

今
学
期
は
、
杉
戸
町
立
杉
戸

中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
幸

手
市
立
上
高
野
小
学
校
の
算
数

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、

県
立
宮
代
養
護
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
補
助
教
員
等
の
活
動
が

始
ま
っ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、

緊
張
し
な
が
ら
も
、
充
実
し
た

体
験
を
し
て
い
る
。

他
の
複
数
の
学
校
か
ら
も
派

遣
依
頼
が
来
て
い
る
の
で
、
学

生
諸
君
に
は
さ
ら
に
積
極
的
な

参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

（5） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

去
る
4
月
3

日
（
火
）
夕
刻
、

神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、

専

門

職

大

学

院
・
技
術
経
営

研
究
科
の
第
3

期
生
38
名
を
迎

え
て
の
入
学
式

が
、
大
川
理
事

長
、
柳
澤
学
長

を
は
じ
め
大
学

幹
部
、
専
任
教

授
、
来
賓
列
席

の
も
と
挙
行
さ

れ
た
。

本
大
学
院
の

大
き
な
特
徴
は
、

社
会
人
、
特
に

中
堅
・
中
小
企

業
の
勤
務
者
を

主
対
象
に
、
1

年
間
の
集
中
的
・
効
率
的
な
勉

学
に
よ
り
技
術
経
営
修
士
（
専

門
職
）
の
学
位
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
し
た
こ
と
と
、
非
学
卒

者
で
も
十
分
な
実
務
経
験
を
有

し
、
資
格
認
定
に
合
格
す
れ
ば

出
願
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

3
期
生
は
1
、
2
期
生
と
同

様
に
、
全
員
が
実
務
経
験
者
で

あ
り
、
今
期
の
内
訳
は
男
性
33

名
、
女
性
5
名
、
平
均
年
齢

39
・
8
歳
（
最
年
長
60
歳
、
最

年
少
26
歳
）
、
学
卒
以
上
24
名
、

非
学
卒
14
名
、
企
業
派
遣
19
名
、

個
人
出
願
19
名
で
あ
る
。
性
別
、

平
均
年
齢
は
こ
れ
ま
で
と
大
差

な
い
が
、
学
卒
以
上
が
増
え
た

こ
と
と
、
企
業
派
遣
が
半
分
に

達
し
た
こ
と
が
今
回
の
特
記
事

項
と
い
え
る
。
企
業
派
遣
者
が

多
い
こ
と
は
、
企
業
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ー
ス
別
分
布
は
、
中
小
企

業
技
術
経
営
コ
ー
ス
24
名
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ー
ス
9
名
、
技
術
起
業
戦
略
コ

ー
ス
5
名
で
、
こ
れ
ま
で
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
今
回

も
上
越
新
幹
線
の
燕
三
条
か
ら

長
距
離
通
学
す
る
院
生
が
お
り
、

そ
の
熱
心
さ
に
は
頭
が
下
が
る
。

第
1
期
は
全
て
新
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
た
め
、
教
員
や
事
務
局
側

に
も
準
備
不
足
、
不
慣
れ
、
戸
惑

い
が
あ
り
、
院

生
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
不
十
分
さ

も
見
受
け
ら
れ

た
が
、
第
2
期

に
は
1
期
で
の

反
省
に
基
づ
い

て
、
各
種
内
部

取
決
め
等
も
決

ま
り
、
取
得
単

位
数
制
限
の
緩

和
等
の
小
修
正

が
加
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
第
3
期
で
は
、
2
期
ま
で

に
実
施
し
た
院
生
と
の
意
見
交
換

会
で
の
要
望
等
も
参
考
に
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
、
シ
ラ
バ

ス
の
充
実
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
改
善
、
ま
た
フ
ァ
カ
ル
テ

ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
よ

る
講
義
の
充
実
等
、
各
種
の
改
善

が
実
行
さ
れ
て
、
院
生
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
か
な
り
良
く
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

一
方
、
院
生
側
も
1
、
2
期

生
が
実
行
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
を
参
考
に
、
4
月
21
日
（
土
）

に
早
く
も
第
3
期
生
親
睦
会
を

開
催
し
て
同
期
生
間
の
団
結
を

強
め
て
お
り
、
さ
ら
に
6
月
2

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
同
窓

会
（
会
長
・
1
期
修
了
生
　

林

一
雄
氏
）
の
第
1
回
総
会
に
も

参
加
し
て
1
、
2
期
生
と
の
連

携
も
図
ら
れ
た
よ
う
だ
。

和
や
か
さ
の
中
に
緊
張
を
保

っ
て
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
第

3
期
生
の
大
学
院
生
活
が
充
実

し
た
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、

同
窓
会
を
通
じ
て
人
脈
も
広
が

り
、
来
春
の
大
学
院
修
了
後
の

実
務
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

（
専
任
教
授
　
松
野
　
建
一
）

現
在
、
千
余
名
の
卒
業
生
の

皆
様
が
、
全
国
の
小
・
中
学
校

や
高
等
学
校
で
教
職
に
就
き
、

活
躍
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
の
教
育
現
場

で
の
ご
活
躍
を
、
大
川
理
事
長
、

柳
澤
学
長
は
じ
め
、
本
学
の
教

職
員
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
「
集
い
」
は
、
約
1

3
0
名
の
O
B
教
員
・
教
職
員

の
参
加
の
も
と
に
、
講
演
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
に
あ
た

る
本
年
も
、
全
国
の
現
職
教
員

の
研
修
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
、
O
B
教
員
の
集
い
を
企
画

し
ま
し
た
。
全
国
の
同
窓
の
教

員
が
集
ま
り
、
各
地
区
・
学
校

の
教
育
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
図
れ
れ
ば
幸
い
と
思
い
、

同
時
に
懇
親
会
も
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
19
年
12
月
1
日

（
土
）
14
時
〜
19
時

場
所
　
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

内
容（1）

研
究
協
議
会

（2）
講
演
会
　

講
師
　
政
策
研
究
大
学
院

大
学
教
授
　
橋
本
久
義
氏

（3）
コ
ン
サ
ー
ト

（4）
懇
親
会
（
会
費
無
料
）

（
現
職
教
員
の
集
い

実
行
委
員
会
）

【機械工学科】
・自動車エンジンの作り方
・昆虫や植物に学ぶ新しい
ものづくり

・ 3次元CADを学ぶ
・挑戦！次世代ロボット
・風車でつくるクリーンエ
ネルギー

・ダイヤモンドの魅力　
―作り方と使い方―

・ NASAとの連携プロジェ
クト：月面探査車
（Rover）とレゴリス
・「儀右衛門」・「エジソ
ン」からモビルスーツを
目指して

【電気電子工学科】
・コンピュータと暗号化技術
・ナノの世界へ（ナノテク
の主役、カーボンナノチ
ューブ）

・ロボットとサイボーグ
・光ファイバ通信のしくみ
・リニアモーターカーのし
くみ

・超微細な物作り技術を使
った製品vs.私たちの能力

・音のディジタル処理
・アナログって何？ディジ
タルって何？

・永久磁石の話／超電導の話

【建築学科】
・歴史を生かした町づくり
・異文化を解きあかす
―住まい見聞録/教養とし
ての建築―

・ヒートアイランド研究の
最前線

・空間体験を通して学ぶ建
築移動ゼミナール

・建築材料のあれこれ
・住宅設計の楽しみ
・田園計画へのプロローグ
・地震のメカニズムと建物
被害

・世界遺産と国際協力

【システム工学科】
・「赤い光・青い光～半導
体の魅力」

・デジタルカメラの仕組み
と画像処理

・航空宇宙システム開発と
シミュレータ

・本人認証～ひとそれぞれ
が持っているもの～

・身近な地球温暖化対策
・文明の跡地は砂漠になる
・クルマの安全を“チーム”
として考えよう

・ドラえもんの夢ー身のま
わりのやさしい科学ー

・ガス管内や腸内を走れる
ロボットのお話

【情報工学科】
・音声生成の物理学とシミュ
レーション

・コンピュータと人が仲良
くする技術のお話

・どこでもコンピュータ
・放送技術の進歩80年
―過去・現在そして未来へ―

・インターネットの発展と
応用

・コンピュータグラフィッ
クスのしくみ

・ロボットビジョン（ロボッ
トの視覚能力）のためのデ
ジタル画像処理

・位置情報システムのしくみ

【共通教養系】
・「だまし絵」の秘密
・水と環境
・やじろべえーと平衡
・おもしろ科学実験
・クレヨンは関数、キャン
バスは複素数平面

・宇宙と科学技術の世界
・平行二輪車「セグウェイ」
で体感するロボット制御
の基礎

・クラスの中に同じ誕生日
の人がいるか？

・√2や円周率πのはなし

「出前授業」は、本学の教員が高等学校を訪問して授業を行う
もので、工業大学の講義の一端に触れることで、高校生に、工
学の面白さ、「ものづくり」の楽しさを味わってもらう企画であ
る。今年度は97テーマあがっているが、下記に授業題目の一部
を紹介する（詳細はhttp://www.nit.ac.jp/category/lecture.html）。

「出前授業」の内容

新
し
い
組
織
で
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
日
本
工
業
大
学
の
建
学
理

念
と
し
て
進
め
て
い
る
実
工
学
の
教
育
と
工
業
高
校
で
展
開
し
て
い
る
「
も
の
づ
く
り

教
育
」
と
が
一
心
同
体
と
な
っ
て
、
工
業
教
育
の
充
実
･
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
高

等
学
校
と
日
本
工
業
大
学
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
。

平成19年度、第3期生の入学式

「
学
園
創
立
百
周
年
記
念

第
3
回
本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」の
開
催
に
つ
い
て

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
始

第3回

12/1（土）

高大連携プロジェクト
スタート

高大連携プロジェクト
スタート

第
3
期
生
38
名
ス
ム
ー
ズ
に
始
動

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り 平

成
18
年
11
月
、
工
業
教
育

研
究
所
内
に
高
大
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
室
が
設
置
さ
れ
、
「
出
前

授
業
」
「
も
の
づ
く
り
教
室
」
を

主
体
と
す
る
教
育
活
動
を
組
織

的
･
計
画
的
に
大
学
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
方
針
が
決
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
学
へ
の
入
学

者
の
多
い
関
東
近
県
の
高
等
学

校
を
拠
点
校
と
し
て
協
定
を
結

び
、
「
連
携
型
教
育
」
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

平
成
19
年
4
月
現
在
、
1
都

7
県
に
お
け
る
協
定
校
は
48
校

で
、
そ
の
内
訳
は
、
千
葉
県
8

校
、
福
島
県
3
校
、
東
京
都
6

校
、
栃
木
県
3
校
、
埼
玉
県
7

校
、
長
野
県
3
校
、
茨
城
県
13

校
、
群
馬
県
5
校
で
あ
る
。
な

お
、
こ
れ
か
ら
連
携
を
希
望
す

る
高
校
も
出
て
き
て
お
り
、
今

後
協
定
を
結
ぶ
計
画
で
あ
る
。

本
学
の
教
員
が
、
高
等
学
校
等

に
赴
き
授
業
を
行
う
「
出
前
授

業
」
の
題
目
は
、

97
テ
ー
マ
に
の

ぼ

り

、

冊

子

「
出
前
授
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と

し
て
全
国
の
工

業
高
校
お
よ
び

関
東
近
県
の
普

通
高
校
に
送
付

す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

4

月

早

々

「

出

前

授

業

」

が
始
ま
る
と
と

も
に
、
依
頼
申

し
込
み
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

に
届
い
て
い
る
。

こ
の
出
前
授
業
以
外
に
、

杉戸中学でアシスタントをする本学生

昨年同会で行われた元本田技研・西氏の講演

埼玉県内の高校との調印式

（

）



こ
の
技
術
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ

モ
ー
タ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
る

精
密
細
線
お
よ
び
内
視
鏡
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
精
密
細
管
の
引

抜
き
加
工
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

ド
ラ
イ
ブ
の
マ
イ
ク
ロ
軸
受
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
微
細
な
パ
タ

ー
ン
形
状
の
プ
レ
ス
加
工
、
あ

る
い
は
微
細
で
精
密
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
金
型
な
ど
の
製
作

が
可
能
と
な
る
。
受
賞
技
術
の

い
く
つ
か
は
生
産
ラ
イ
ン
や
工

作
機
械
と
し
て
実
用
化
さ
れ
、

従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高

性
能
の
部
品
の
製
造
、
あ
る
い

は
精
密
金
型
や
部
品
加
工
用
工

作
機
械
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

る
。神

雅
彦
准
教
授
は
本
学
に
着

任
し
て
以
来
、
約
10
年
に
わ
た

り
こ
の
超
音
波
応
用
加
工
技
術

に
関
す
る
研
究
を
手
が
け
て
き

た
。
現
在
で
は
、
超
音
波
応
用

加
工
技
術
研
究
に
関
す
る
若
手

の
第
1
人
者
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
し
て
お
り
、
国
や
い
く
つ

か
の
県
に
お
け
る
大
型
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
統
括
、
各

所
で
の
講
演
や
学
会
活
動
を
通

じ
て
の
技
術
の
普
及
、
お
よ
び

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
実
用
化

な
ど
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

神
准
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
も
、

自
然
の
理
に
か
な
っ
て
い
て
シ

ン
プ
ル
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
を

丹
念
に
磨
く
よ
う
に
研
究
し
て

い
き
た
い
、
40
歳
を
越
え
、
よ

り
味
わ
い
の
あ
る
研
究
を
仲
間

と
の
交
流
や
後
進
の
指
導
を
交

え
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
超
音
波
を
日
本

酒
製
造
に
応
用
す
る
研
究
も
始

め
て
お
り
、
機
械
技
術
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
私
た
ち
に
と
っ

て
と
て
も
身
近
で
美
味
し
い
成

果
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
る
。

（6） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

頭
に
開
発
さ
れ
我
が
国
の
経
済

成
長
を
長
年
支
え
た
、
工
作
機

械
の
歴
史
に
残
る
名
機
5
機
種

で
あ
る
。
5
月
31
日
（
木
）
学

友
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
そ
れ
ら
の
機
種
を
製
造
し

た
企
業
に
顕
彰
楯
が
贈
呈
さ
れ
、

そ
の
後
当
博
物
館
の
後
援
会
会

員
を
交
え
た
祝
賀
会
が
開
催
さ

去
る
3
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、

工
業
技
術
博
物
館
が
収
集
展
示

し
て
い
る
工
作
機
械
、
蒸
気
機

関
車
、
水
銀
整
流
器
な
ど
1
7

8
点
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
し
て
登
録
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。

文
化
財
登
録
制
度
は
平
成
8

年
に
創
設
さ
れ
、
保
存
と
活
用

が
特
に
必
要
な
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
建
造
物
約
6
0
0
0

件
が
こ
れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
17
年
に
は
美
術

工
芸
品
も
対
象
と
な
っ
た
。
登

録
の
基
準
は
、
原
則
と
し
て
製

作
後
50
年
を
経
過
し
た
も
の
で
、

歴
史
的
・
系
統
的
・
網
羅
的
に

収
集
さ
れ
、
①
文
化
的
意
義
、

②
学
術
的
価
値
、
③
歴
史
的
意

義
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
。

当
博
物
館
で
は
「
機
械
を
作

る
機
械
」
と
し
て
最
も
基
礎
的

か
つ
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
つ

工
作
機
械
を
中
心
に
、
も
の
づ

く
り
に
関
す
る
機
器
等
が
系
統

的
に
収
集
さ
れ
、
工
業
技
術
の

発
達
過
程
を
追
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、

多
く
が
動
か
す
こ
と

が
可
能
な
状
態
で
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

展
示
公
開
・
保
存
の

措
置
が
図
ら
れ
て
お

り
、
技
術
教
育
に
も

寄
与
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
審
議
の
結
果

1
7
8
機
器
が
選
ば

れ
た
。
そ
れ
ら
は
わ

が
国
近
代
工
業
の
軌

跡
を
た
ど
る
貴
重
な

産
業
遺
産
で
、
歴
史
的
・
学
術

的
価
値
が
高
い
の
で
、
各
資
料

の
価
値
を
保
ち
つ
つ
保
存
修

理
・
公
開
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
今

回
建
造
物
以
外
で
は
全
国
で
5

件
目
、
工
業
技
術
資
料
と
し
て

は
全
国
初
の
登
録
が
答
申
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変
名
誉
あ
る

登
録
を
機
に
、
収
集
展
示
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
価

値
を
維
持
す
る
べ
く
保
存
修
理

に
も
努
め
、
今
後
長
い
間
広
範

囲
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。
未
だ
来
館
さ
れ
て
い
な
い

学
内
外
の
方
々
の
ご
来
館
を
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

工
業
技
術
博
物
館
長
・
教
授

松
野
建
一

歴史的工作機械の顕彰
5機種を表彰

第９回

皆さんは、知的財産高等裁判所での
「専門委員」についてご存知だろうか。
ここでは、システム工学科の星野坦之教
授（写真）が2期（4年）にわたって務めてい
る専門委員の仕事について紹介する。
専門委員の役割は、知的財産に関す

る裁判において、現状の技術の常識をふまえ、双方の主
張の主旨を明らかにすること。いわば、裁判官の技術ア
ドバイザー的な存在である。海外ではまだ実施例の少な
い、画期的な制度といわれている。同教授の専門分野は
「画像システム」で、複写機やプリンタなどのハード技
術から画像処理のソフト技術まで幅広く研究しており、
その実績を高く評価され、委員に任命されたもの。これ
まで4件の事件に関わってきた。
知的財産関連の事件では、判決によって企業の利益が

大きく左右されるケースもあり、専門委員の見解は非常
に重要である。「自分の技術的知識によって審理判断が
適切になされ、当事者双方が納得し、『専門委員に関与
してもらってよかった』と感じてもらえるよう努めてい
ます」と同教授は語っている。

グ
セ
ン
タ
の
開
発
に
も
活
か
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

【
セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
・
内
面

研
削
盤
S
I
G
1
形
】（
製
造
開

始
・
昭
和
42
年
）
輸
入
機
種
に

頼
っ
て
い
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ベ
ア

リ
ン
グ
の
内
面
研
削
用
に
開
発

さ
れ
た
高
性
能
機
種
で
あ
る
。

毎
分
15
万
回
転
の
高
周
波
ス
ピ

ン
ド
ル
砥
石
軸
、
1
万
3
5
0

0
回
転
の
超
高
速
工
作
物
回
転

速
度
を
可
能
と
す
る
静
圧
式
工

作
物
支
持
機
構
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
研
削
理
論
に
基
づ
く

高
能
率
・
高
精
度
加
工
を
具
現

化
し
た
も
の
で
、
輸
入
機
種
を

超
え
る
と
高
く
評
価
さ
れ
、
日

本
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ

の
世
界
一
達
成
に
貢
献
し
た
。

星野教授が務める

裁判所の専門委員を紹介

情報工学科
4年　齋藤邦啓君

機械工学科
准教授　　神　雅彦

登録有形文化財になる昭和初期の旋盤

機械工学科　神准教授

日本塑性加工学会で
優秀賞「会田技術奨励賞」受賞

機
械
工
学
科
の
神
雅
彦
准
教

授
が
（
社
）
日
本
塑
性
加
工
学

会
優
秀
賞
「
会
田
技
術
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
、
塑

性
加
工
の
分
野
に
お
け
る
学

問
・
技
術
に
関
す
る
優
れ
た
業

績
に
贈
ら
れ
る
名
誉
あ
る
賞
で

あ
る
。
受
賞
業
績
は
「
超
音
波

援
用
精
密
塑
性
加
工
技
術
の
開

発
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

周
波
数
が
20
k
H
z
以
上
の
音

波
で
あ
る
超
音
波
振
動
を
微
細

で
精
密
な
塑
性
加
工
あ
る
い
は

切
削
加
工
な
ど
の
生
産
技
術
に

応
用
す
る
技
術
の
開
発
で
あ
る
。

ト
を
見
つ
け
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
締
め

切
り
日
が
10
日
後
に
迫
っ
て
い

た
た
め
、
当
初
は
応
募
す
る
か

ど
う
か
迷
っ
た
そ
う
だ
。
し
か

し
、
今
回
の
機
会
を
逃
し
た
ら

絶
対
に
後
悔
す
る
と
思
い
、
10

日
間
で
や
り
と
げ
る
と
決
め
、

応
募
し
、
市
長
賞
の
栄
冠
に
輝

い
た
。

齋
藤
君
は
「
『
さ
い
た
ま
市
長

賞
』
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
授

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
自
分
の
探
究
心
を
信
じ

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

授
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
た
。

情
報
工
学
科
4
年
の
齋
藤

邦

啓
君
（
丹
羽
研
究
室
）
が
、（
社
）

埼
玉
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会

が
主
催
す
る
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
6
』
に
お

い
て
、
総
合
2
位
の
成
績
を
収

め
、
見
事
『
さ
い
た
ま
市
長
賞
』

齋
藤
邦
啓
君

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で

さ
い
た
ま
市
長
賞
受
賞

を
授
賞
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
1
9

9
6
年
か
ら
今
回
の
2
0
0
6

年
ま
で
、
実
に
10
年
と
い
う
大

変
長
い
実
績
を
持
つ
も
の
で
あ

り
、
今
回
は
、
1
5
0
人
以
上

が
参
加
し
た
。

齋
藤
君
が
今
回
応
募
し
た
の

は
「
自
分
が
大
学
時
代
に
思
い

出
と
し
て
何
か
残
せ
る
も
の
は

な
い
か
」
と
日
頃
か
ら
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

れ
た
。

本
顕
彰
事
業
は
新
聞
雑
誌
に

も
掲
載
さ
れ
知
名
度
・
評
価
が

高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

顕
彰
35
機
種
の
う
ち
当
博
物
館

に
展
示
の
10
数
機
種
は
来
館
者

の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

な
お
、
表
彰
式
に
先
立
ち

（
財
）
機
械
振
興
協
会
理
事
・
技

術
研
究
所
次
長
の
上
野

滋
氏
に

よ
る
特
別
講
演
「
輸
入
精
密
機

械
と
日
本
の
産
業
」
が
行
わ
れ
、

学
生
も
多
数
参
加
し
た
。

【
顕
彰
機
種
の
概
要
】

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
賞

【
岡
本
工
作
機
械
製
作
所
・
平
面

研
削
盤
P
S
G-

6
形
】
（
製
造

開
始
・
昭
和
28
年
）
国
内
に
精

密
金
型
の
需
要
が
生
ま
れ
始
め

た
時
期
に
、
通
産
省
（
当
時
）

の
補
助
金
を
受
け
て
誕
生
し
た

機
種
で
あ
る
。
砥
石
軸
下
降
送

り
機
構
に
メ
カ
ニ
カ
ル
微
細
送

り
装
置
を
持
た
せ
0.
0
0
1

mm

の
切
込
み
を
可
能
に
す
る
等
の

新
技
術
を
採
用
し
、
発
売
と
同

時
に
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
昭
和
40
年
ま
で
に
約
1
3

0
0
台
の
販
売
実
績
を
示
し
、

こ
の
分
野
の
国
産
設
備
の
ト
ッ

プ
（
昭
和
40
年
シ
ェ
ア
80
〜

90
％
）
の
地
位
を
築
い
た
。

【
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
・
万
能
工

具
研
削
盤
C-

40
形
】（
製
造
開

始
・
昭
和
37
年
）
昭
和
20
年
代
に

通
産
省
の
補
助
金
を
受
け
て
商
品

化
し
た
実
績
等
を
基
に
、
特
に
操

作
性
に
配
慮
し
て
開
発
さ
れ
た
各

種
技
術
的
特
徴
を
有
す
る
独
自
設

計
機
種
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
の
数
々

の
要
望
を
取
り
入
れ
た
豊
富
な
付

属
品
（
標
準
45
種
類
、
特
別
20
種

類
以
上
）
に
よ
り
多
種
多
様
な
工

具
の
研
削
が
可
能
で
、
開
発
以
来

現
在
に
至
る
ま
で
45
年
間
、
大
き

な
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
も
な
し
に
、

約
1
万
3
0
0
0
台
の
販
売
実
績

を
誇
っ
て
い
る
。

【
西
部
電
機
・
自
動
倣
い
旋
盤
A
C

D
シ
リ
ー
ズ
】（
製
造
開
始
・
昭
和

38
年
）
自
動
車
足
回
り
部
品
の
自

動
加
工
を
目
指
す
ユ
ー
ザ
の
要
求

に
応
じ
て
開
発
さ
れ
た
機
種
で
あ

る
。
他
機
種
に
比
べ
て
大
き
な
倣

い
ス
ト
ロ
ー
ク
を
持
ち
、
切
削
速

度
の
最
適
化
、
刃
具
位
置
の
自
動

補
正
を
実
現
し
、
ワ
ー
ク
直
下
に

切
粉
落
下
の
妨
げ
と
な
る
構
造
物

が
無
い
独
自
構
造
を
採
用
す
る
な

ど
、
無
人
運
転
時
の
精
度
維
持
の

た
め
の
新
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
、

昭
和
48
年
ま
で
に
約
1
5
0
0
台

販
売
さ
れ
、
現
在
も
多
数
稼
動
中

で
あ
る
。

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

【
安
田
工
業
・
横
精
密
中
ぐ
り
フ
ラ

イ
ス
盤
Y
B
M-

5
0
J-

S
形
】（
製

造
開
始
・
昭
和
39
年
）
輸
入
機
種

の
設
計
思
想
を
参
考
に
、
次
世
代

に
向
け
た
さ
ら
に
高
精
度
な
加
工

を
目
指
し
て
新
た
な
設
計
を
行
い
、

各
部
の
構
成
や
精
度
向
上
法
、
さ

ら
に
製
造
・
組
立
て
法
を
案
出
し

完
成
さ
せ
た
機
種
で
あ
る
。
据
え

ぐ
り
加
工
法
の
採
用
、
高
精
度
反

転
加
工
の
た
め
の
高
精
度
割
出
し

機
構
や
テ
ー
ブ
ル
固
定
法
な
ど
の

新
技
術
は
、
そ
の
後
の
マ
シ
ニ
ン

「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機

械
を
顕
彰
す
る
会
」
（
会
長
・
守

友
貞
雄
理
事
、
事
務
局
・
当
博

物
館
）
の
第
9
回
顕
彰
機
種
が

4
月
中
旬
発
表
さ
れ
た
。
数
多

く
の
候
補
機
種
の
中
か
ら
推
薦

委
員
会
と
審
査
委
員
会
で
厳
正

に
審
議
し
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
20
年
代
末
か
ら
40
年
代
初

工
業
技
術
博
物
館
　

館
長
・
教
授

松
野
　
建
一

岡本工作機械製作所・
平面研削盤PSG-6形
（製造開始　昭和28年）

牧野フライス製作所・
万能工具研削盤C-40形
（製造開始　昭和37年）

西部電機・自動倣い旋盤ACDシリーズ
（製造開始　昭和38年）

安田工業・横精密中ぐり
フライス盤YBM-50J-S形
（製造開始　昭和39年）

セイコーインスツル
内面研削盤SIG1形
（製造開始　昭和42年）

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

工
業
技
術
博
物
館
の
展
示
機
器
が

昭和20年代末から40年代初頭
に開発され、経済成長を支えた

（

）

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞



出
席
し
た
学
生
の
4
割
が
こ
の
説

明
会
に
参
加
し
た
企
業
に
内
定
し

た
実
績
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度

は
9
割
の
学
生
が
出
席
し
、
参
加

企
業
か
ら
内
定
に
結
び
付
け
て
い

る
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

主
な
内
定
先
【
建
設
業
】
鹿
島

建
設
1
名
、
大
成
建
設
1
名
、

積
水
ハ
ウ
ス
1
名
、
熊
谷
組
1

名
他
【
設
備
工
事
業
】
日
本
コ

ム
シ
ス
3
名
、
住
友
電
設
2
名
、

大
明
2
名
他
【
鉄
鋼
業
】
J
F

E
ス
チ
ー
ル
5
名
、
住
友
金
属

1
名
他
【
電
気
機
械
器
具
】
キ

ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
2
名
、

富
士
電
機
1
名
、
セ
ガ
1
名
、

エ
プ
ソ
ン
1
名
他
【
輸
送
用
機

械
器
具
】
ケ
ー
ヒ
ン
6
名
、
エ

イ
チ
ワ
ン
5
名
、
エ
フ
テ
ッ
ク

1
名
他
【
運
輸
業
】
J
R
東
海

5
名
、
J
R
東
日
本
6
名
他

【
通
信
情
報
】
ア
イ
エ
ス
ビ
ー
3

名
、
三
井
情
報
2
名
、
富
士
通

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
2
名
、
N

T
T
東
日
本
1
名
他
【
非
営
利

団
体
】
関
東
電
気
保
安
協
会
4

名

（
5
月
15
日
現
在
）

（7） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

財務部長

酒井康夫

カナダ、
レスブリッジ・カレッジ出張記

今年度の日本工業大学建築設計競技の募集要項が決
まった。21回目となる今年度の課題は、「モノと住む家」。
私たちは、たくさんのモノに囲まれて生活している。
家の中を見回してみても、家具や衣類といった、日常
生活に必要なモノ、車や自転車、趣味のカメラや楽器
などをたくさん持っている人もいる。必ずしも毎日使
うモノではないが、近くに置いておきたいモノ、記憶
がたくさん詰まっているモノもある。そう考えると家
の半分くらいは、このモノのために建てているのでは
ないか。これまで住宅は、このモノと住むことを計画
から切り離し、単にたくさんの収納を上手に取ること
に短絡させてしまっていたのではなかろうか。改めて
モノと住むことの意味を考え直し、モノと空間、モノ
と人の関係を考えて、可能性あふれる住宅を提案して
ほしい。
応募資格は原則として高等学校の建築科、またはこ
れに準ずる学科に在籍する生徒。応募は個人でも団体
でも可。締切は8月31日、入賞発表は9月末日。また、
入賞作品は本学大学祭期間中（11月2日～4日）に展
示され、最終日に授賞式と審査委員によるスライドレ
クチャーと講評が行われる。
審査委員は、建築家の千葉学氏（東京大学大学院准
教授）、本学建築学科黒津高行教授、同武田光史教授
の3氏。
お問い合わせ・教務部入試室（電話0480-33-7676）
HP=http://www.nit.ac.jp/compe/
E-mail=kenchiku-compe@nit.ac.jp

平
成
18
年
度
　
第
二
種
電

気
主
任
技
術
者
試
験
の
受
験

者
は
お
よ
そ
9
6
0
0
名
で
、

そ
の
内
合
格
者
は
2
9
5
名
。

合
格
率
は
3 .

1
％
で
あ
っ
た
。

当
時
3
年
生
で
、
こ
の
非
常

に
難
し
い
試
験
に
見
事
合
格

し
た
の
が
、
電
気
電
子
工
学

科
綱
島
圭
一
君
だ
。

電
気
主
任
技
術
者
と
は
、

電
気
保
安
確
保
の
観
点
か
ら
、

電
気
事
業
法
に
よ
り
、
事
業

用
電
気
工
作
物
（
電
気
事
業

用
及
び
自
家
用
電
気
工
作
物
）

の
設
置
者
（
所
有
者
）
に
は
、

電
気
工
作
物
の
工
事
、
維
持

及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
の

監
督
を
さ
せ
る
者
を
選
任
す

る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
監
督
す
る
資
格
を

有
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
、
電
気
主
任
技
術
者

の
資
格
に
は
、
免
状
の
種
類

に
よ
り
第
一
種
、
第
二
種
及

び
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者

の
3
種
類
が
あ
り
、
電
気
工

作
物
の
電
圧
に
よ
っ
て
必
要

な
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
、
綱
島
君
が
合
格
し

た
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者

は
、
電
圧
17
万
ボ
ル
ト
未
満

の
発
電
所
、
変
電
所
、
送
配

電
線
路
や
電
気
事
業
者
か
ら

当
該
電
圧
で
受
電
す
る
工
場
、

ビ
ル
等
の
需
要
設
備
電
気
の

工
事
、
維
持
及
び
運
用
の
保

安
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
資
格
で
あ
り
、
前
出
の

よ
う
な
施
設
、
設
備
を
有
す

る
企
業
等
に
は
必
要
不
可
欠

な
人
材
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
綱
島
君
に
は

も
う
一
つ
、
別
の
顔
が
あ
る
。

そ
れ
は
本
学
の
学
生
環
境
推

進
委
員
会
の
委
員
長
と
い
う

顔
で
あ
る
。
学
生
環
境
推
進

委
員
会
は
本
学
が
取
得
し
た

「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
を
学

生
サ
イ
ド
か
ら
推
進
し
て
行

く
中
核
組
織
で
あ
る
。
周
知

の
通
り
I
S
O
活
動
と
い
う

の
は
、
そ
の
活
動
内
容
が
前

年
度
と
今
年
度
が
同
じ
だ
っ

た
ら
良
し
と
い
う
訳
で
は
な

く
、
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ→

Ｄ
Ｏ→

Ｃ

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ→
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

と
い
う
一
連
の
改
善
作
業
を

行
い
、
継
続
的
改
善
が
達
成

さ
れ
て
初
め
て
活
動
が
成
り

立
つ
。
こ
の
改
善
作
業
の
推

進
を
行
う
の
が
、
彼
ら
の
活

動
で
あ
り
、
当
然
の
事
な
が

ら
そ
の
活
動
は
全
キ
ャ
ン
パ

ス
に
及
び
、
更
に
は
毎
年
開

催
さ
れ
る
「
環
境
展
」
へ
の

参
加
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
、

現
在
15
名
の
委
員
を
綱
島
君

が
統
括
し
日
々
活
躍
を
し
て

い
る
。

限
り
あ
る
資
源
と
い
う
意

味
に
お
い
て
は
、
「
電
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
も
例
外
で
は
な
い
。

現
在
、
化
石
燃
料
、
原
子
力

等
に
よ
り
、
電
力
は
一
見
安

定
供
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
資
源
は
い
ず
れ

枯
渇
す
る
。
そ
れ
を
少
し
で

も
先
送
り
す
る
た
め
に
世
界

的
規
模
で
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い

て
、
I
S
O
活
動
を
通
じ
て

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
熟
知
し

て
い
る
綱
島
君
が
電
気
主
任

技
術
者
の
資
格
を
取
得
し
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
管
理
を

通
じ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
思
考
し
て
行
く
事
は
非
常

に
意
義
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

「
卒
業
後
は
今
回
取
得
し
た

資
格
を
生
か
し
た
仕
事
に
就

く
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に

対
し
「
私
は
教
員
志
望
な
の

で
、
こ
の
資
格
を
取
得
す
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
に

教
育
し
、
一
人
で
も
多
く
取

得
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
の
頼
も
し
い
返
答
が
返
っ

て
来
た
。

綱島　圭一君
電気電子工学科　4年

（埼玉県立春日部工業高等学校出身）

■第2種電気主任技術者試験に
合格、ISO活動でも活躍

4
月
24
日
か
ら
5
月
1
日
ま

で
、
本
学
園
の
カ
ナ
ダ
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
式
に
参
加
し

て
き
た
。
出
張
す
る
ま
で
は
カ

ナ
ダ
に
ど
の
様
な
施
設
が
あ
り
、

ど
の
様
な
教
育
を
し
て
い
る
の

か
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
は
皆
様
も
余
り
ご
存
知

で
無
い
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
の

紙
面
を
借
り
て
ご
報
告
す
る
。

本
学
園
の
カ
ナ
ダ
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
正
式
に
は
レ
ス
ブ
リ

ッ
ジ
・
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
呼
ぶ
そ
う
で
あ
る
が
、
本
学

園
の
高
等
学
校
の
卒
業
生
を
対

象
と
し
て
2
年
間
で
カ
ナ
ダ
の

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
・
カ
レ
ッ
ジ

（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
と
呼
ぶ
）
を

卒
業
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
最
初
の

1
年
間
は
本
学
園
が
ア
ル
バ
ー

タ
州
の
ク
ロ
ウ
ズ
ネ
ス
ト
・
パ

ス
（
カ
ル
ガ
リ
ー
か
ら
車
で
約

3
時
間
位
南
下
し
た
所
で
、
大

自
然
に
囲
ま
れ
た
人
口
7
千
人

程
度
の
小
さ
な
町
）
に
あ
る
研

修
所
で
徹
底
的
な
英
語
漬
け
の

教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

勿
論
本
学
と
カ
レ
ッ
ジ
と
の
協

定
が
結
ば
れ
て
お
り
、
本
学
の

研
修
所
へ
入
っ
た
時
点
で
カ
レ

ッ
ジ
の
学
生
と
な
っ
て
い
る
。

カ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
先
生
が
出
張

し
て
授
業
を
行
い
、
合
格
す
れ

ば
単
位
を
も
ら
え
る
。
こ
こ
で

無
事
研
修
所
で
用
意
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
す
る
と
、
研

修
所
か
ら
車
で
約
3
時
間
程
東

の
都
会
に
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
で
、

今
度
は
カ
ナ
ダ
人
等
と
一
緒
に

2
年
生
に
な
る
。
彼
等
と
一
緒

に
2
年
目
の
勉
強
を
修
了
す
る

と
卒
業
で
き
る
事
に
な
る
。
卒

業
後
の
進
路
は
本
学
に
編
入
し

た
り
、
カ
ナ
ダ
等
の
大
学
へ
入

学
し
た
り
様
々
な
道
を
新
た
に

踏
み
出
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々

な
経
験
を
し
て
逞
し
く
成
長
し

日
本
工
業
大
学
産
学
連
携
起

業
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
学
生

起
業
家
育
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
今
年
も
第
2
回
と
し
て

実
施
す
る
。
昨
年
度
は
、
80
件

に
及
ぶ
応
募
が
あ
っ
た
が
、
今

年
は
、
学
生
の
関
心
も
高
く
、

「
起
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
の

受
講
者
は
、
3
0
0
名
ほ
ど
に

な
っ
て
お
り
昨
年
度
の
倍
以
上

だ
。
昨
年
の
第
1
回
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
超
え
る

応
募
が
期
待
さ
れ
る
。
優
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
者
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
日

本
工
業
大
学
も
の
つ
く
り
と
ベ

ン
チ
ャ
ー
視
察
研
修
の
旅
」
へ

招
待
さ
れ
、
も
の
つ
く
り
と
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
研
修
を

す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
。

奮
っ
て
の
応
募
を
期
待
す
る
。

「
起
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

（
全
学
科
・
全
学
年
対
象
、
春
学

期
、
金
曜
日
4
時
限
）
の
講
義

に
お
い
て
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
に

対
す
る
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

募
集
要
項
・
応
募
用
紙
等
は

産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

で
配
布
、
ま
た
大
学
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
上
で
告
知
し
て
い
る
。

【
応
募
資
格
】
日
本
工
業
大
学
に

在
籍
中
の
学
部
生
・
院
生

【
賞
】
①
優
秀
賞
10
名

副
賞

「
国
内
企
業
も
の
つ
く
り
と
ベ
ン

チ
ャ
ー
視
察
研
修
の
旅
」
②

研
修
費
3
万
円
相
当
③
奨
励
賞

10
名
程
度
　
副
賞
　
研
修
費
3

万
円
相
当

【
応
募
締
切
】

平
成
19
年
7
月
14
日

【
受
賞
者
発
表
】

平
成
19
年
8
月
中
旬

【
表
彰
式
＆
研
修
報
告
会
】

平
成
19
年
11
月
2
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

（
W
1
棟
2
階
）

担
当
・
松
倉

電
話
0
4
8
0-

3
3-

7
5
2
2

F
A
X
0
4
8
0-

3
3-

7
5
2
3

E-m
ail：

sangaku@
nit.ac.jp

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
第
2
回
を
実
施
、
奮
っ
て
応
募
を

第2回

募集

て
い
た
。
本
学
園
が
こ
の
様
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
か

ら
実
に
今
年
で
12
年
目
で
あ
り
、

私
も
こ
の
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
事
を
若
い
頃
知
っ
て
い
た

ら
、
参
加
し
た
か
っ
た
と
思
う

程
の
充
実
し
た
教
育
と
施
設
で

あ
っ
た
。
研
修
所
で
の
1
年
目

の
修
了
式
と
2
年
目
の
卒
業
式

に
参
加
し
た
が
、
教
員
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
も
参
加
し
て
の
非
常
に
和

や
か
な
式
で
あ
っ
た
。
特
に
、

カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
式
で
カ
ナ
ダ

人
を
含
む
多
く
の
卒
業
生
の
中

か
ら
、
本
学
園
の
学
生
3
人
が

成
績
優
秀
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
事
は
、
我
が
事
以
上
に
晴
れ

が
ま
し
く
嬉
し
か
っ
た
。

最
後
に
、
大
学
と
カ
ナ
ダ
研

修
所
の
関
係
で
は
、
現
在
、
工

房
教
育
と
い
う
形
で
こ
の
研
修

所
を
利
用
し
た
教
育
が
少
し
づ

つ
実
現
し
て
い
る
。
大
学
が
今

後
ど
の
様
に
積
極
的
に
利
用
し

て
い
く
か
は
、
我
々
の
課
題
だ

と
感
じ
て
帰
国
し
た
。

昨年に引続き更に好調な滑り出し

る
。
そ
ん
な
重
大
な
仕
事
を
達

成
し
た
時
に
は
、
言
い
知
れ
ぬ

感
動
が
あ
る
。
」
と
聞
き
、
建
築

施
工
に
引
か
れ
ま
し
た
。
自
己

分
析
を
し
な
が
ら
自
分
の
夢
と

目
標
を
明
確
に
し
、
仕
事
を
し

た
い
理
由
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と

が
内
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
設
計
を
勉
強
し

て
い
ま
し
た
が
、
授
業
で
建
築

現
場
を
見
学
し
た
時
、
監
督
者

か
ら
「
安
全
に
建
て
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
現
場
に
か
か
っ
て
い

安
全
な
建
物
に
住
ん
で
喜
ん

で
い
る
利
用
者
の
姿
が
見
た
い
。

そ
の
建
物
を
手
が
け
た
の
は
自

分
だ
と
誇
れ
る
仕
事
を
し
た
い
。

こ
れ
が
私
の
夢
で
す
。

「
現
場
監
督
」へ
の
思
い
を
実
現
し
た
女
子
学
生

―
―
―
大
成
建
設
に
内
定
―
―
―

建築学科4年
哘　綾香

内
定
レ
ポ
ー
ト

保健体育センターは本年4月より健康管理センターと名
称を新たにしてスタートした。本年も3月末に年1回の定
期健康診断が行われ、その受診率は95.1％であった。健
康診断は疾病の予防・疾病の早期発見・疾病を早期治

療するためにも大切な健診である。健康で豊かな学生

生活を送るために、全学生に受診してほしい。

今回の定期健康診断では検尿の再検が多く、また、肥

満、高血圧など若年層に多いと言われている生活習慣

病の傾向が見られた。該当する学生は医師による健康

相談・医療スタッフによる生活指導・食事指導を行った。

生活習慣病は不適切な生活習慣から生まれる。異常値

は、よくない生活習慣を直してほしいという体からのサイ

ンである。健康生活を送るためには、①快適な睡眠、②

バランスのとれた食事、③有酸素運動を日常生活にとり

いれ、④疲労を蓄積しないようにしてほしい。毎日の生

活習慣がライフスタイルにつながる。

学生諸君が積極的に健康生活を送り、みのりある学生

生活であることを願う。

（健康管理センター長　　酒井　誠）

今年の健康診断の結果

建築コンペ作品募集

今
年
の
就
職
戦
線

就
職
支
援
課
長

吉
見
健
二

本
学
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
、

上
場
会
社
を
中
心
と
し
た
大
手

企
業
（
後
記
参
照
）
に
複
数
内

定
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
5
月
15
日
現
在
で
は

既
に
約
3
0
0
名
の
学
生
が
内

定
し
た
。
こ
の
様
子
か
ら
5
月

中
に
は
就
職
希
望
者
の
約
4
割

以
上
が
内
定
を
と
る
の
で
は
な

い
か
と
予
測
す
る
。

こ
の
よ
う
な
好
調
な
要
因
と
し

て
団
塊
世
代
が
一
挙
に
大
量
に
退

職
す
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
役
立
つ

人
材
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
ま

さ
に
本
学
学
生
の
即
戦
力
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
学
生
の

就
職
に
対
す
る
意
識
が
年
々
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
、
志
向
が
安
定

か
つ
大
手
企
業
に
就
職
し
た
い
と

考
え
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

2
月
と
4
月
に
開
催
し
た
学
内
合

同
企
業
説
明
会
に
は
、
昨
年
度
は
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バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
採
用
抑
制
に
よ
る
人
手
不
足

感
の
高
ま
り
と
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
が
重
な

り
、
技
術
系
を
中
心
に
売
り
手
市
場
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
大
手
企
業
で
は
、
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
採
用
活
動
を
早
く
か
ら
開
始
し
、
内
定
を
早

く
か
ら
出
す
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

過去数年間の学内合同企業説明会参加および内定状況

カナダ、
レスブリッジ・カレッジ出張記



平成19年度 科学研究費補助金内定

平成19年度科学研究費補助金の交付内定者は、16名と大幅な増加と
なった。科学研究費補助金全体の採択率は例年20％程度と大変厳しい
中、このような結果が得られたのは、本学教員の積極的な応募と事務
職員で構成した科学研究費補助金獲得支援プロジェクトチームよる計
画調書の整理によるもの。今後も益々の尽力をお願いしたい。交付内
定者は次のとおり。

●第3次環境中期計画がスタート！
2006年10月から始まった第3次環境中期計画では以

下の3点に重点をおいた環境マネジメント活動を推進
する。第1に「環境教育のさらなる充実」。大学の環境
への貢献として環境教育をさらに発展させ、外部組織
等との交流を深め、協働する。また、キャンパスのエ
コミュージアム化による体験的環境教育を拡大推進す
る。第2に「学生環境改善活動との積極的連携」。環境
改善活動の裾野をさらに広げ、学生の自主的な活動に
よる環境マインド向上を、より積極的に支援する。第
3に「化学物質を含めた環境・安全の推進」。化学物質
の物質収支、取扱い等、適正管理の向上を引続き図っ
ていくとともに、施設設備等の有効活用を含めた環境
安全施策への取組をさらに推進する。

●「NITエコロジープレスNo.7」をWEB上で公開
<http://www.nit.ac.jp/eco/ecopress.html>
前年度に引き続き電子媒体による発信とした。本

号では、PDCAサイクルのもと継続的改善による環境
活動の展開として、実地調査のレポートを掲載した。

●環境マネジメントマニュアルの改訂
人的構成の変更、法律の改正、帳票類の更新を受

けて第11版に改訂した。

●内部環境監査の実施
平成19年4月1日～5月初旬にかけて内部環境監査員

により20部署に対してEMS点検を行った。この結果
を受け、5月21、22日に更新審査を受審。更新審査結
果については次回報告する。

（環境推進事務局）

去る5月22日から25日の4日間、NEW環境展が東京ビ
ッグサイトにて開催され、本学は6年連続で出展した。
展示ブースでは、本学のキャンパスマップを特大パ

ネルにし、操作盤には環境情報に対応したQRコードと
ボタンを配置。このボタンを押すと当該環境情報の位
置が点灯し、脇に備えたモニターにQRコードと同等の
環境情報が表示される展示物を中心に出展した。
今回は、大型モニターによる大学案内のDVD上映や

PC操作による環境情報閲覧など、新しい試みを行い、
好評を博した。

■基盤研究B（海外）
日本統治の歴史をもつ中国・青島歴史街区の住
み方に関する研究 伊藤庸一教授

■基盤研究C
電磁駆動弁制御間欠休筒運転による低燃費エン
ジンの開発 小倉　勝教授

塩分濃度法による不均一街区の平均交換係数の
風洞実験 成田健一教授

西欧人の見た近世町家の特質と地方性
－ライデン博物館所蔵模型の検討を中心に－ 波多野純教授

ナノ周期積層膜を記録媒体とする超高密度トラ
イボメモリーの基礎研究 三宅正二郎教授

三次元イオン注入・堆積プロセスを主体とする
高機能トライボコーティングの開発 渡部修一教授

新しい文字入力装置を考慮した情報技術学習支
援システムの研究開発 飯倉道雄准教授

ケアマネジメントにおける知識管理・共有・伝
承を指向した教育支援システムの研究開発 樺澤康夫教授

対話型CG映像メディア提示システムと
映像コンテンツの制作技法の研究 新藤義昭教授

音声認識方式による聴覚障害学生の講義保障の
研究 磯野春雄教授

複数のチップに圧縮する相補符号系列の応用に
関する研究 高瀬浩史講師

トーリック多様体の環論的研究 衛藤和文准教授
耐摩耗性と耐欠損性を飛躍的に向上させたダイ
ヤモンドバイトの開発 竹内貞雄教授

日本における機械製造技術の変遷
－大正期の工作機械用製作用図面の検討－ 丹治　明講師

■萌芽研究
プラズマフォトニック結晶法を用いた高機能ミ
リ波伝搬特性制御の原理実験 服部邦彦講師

■若手研究B
変数係数偏微分方程式の解の漸近解析とその応用 廣澤史彦講師

【
任
用
】（
5
月
1
日
付
）

◆
大
西
毅
事
務
職
員
（
財
務
部
）

昭
和
22
年
10
月
25
日
生
ま
れ
。
昭

和
45
年
3
月
神
戸
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
前
み
ず
ほ
不
動
産
調
査
サ

ー
ビ
ス
（
株
）
勤
務
。

◆
奥
住
文
徳
事
務
職
員
（
総
務
部

付
　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
勤
務
）
昭

和
23
年
10
月
1
日
生
ま
れ
。
昭
和

54
年
3
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

【
任
命
】（
4
月
1
日
付
）

◆
図
書
館
長
兼
務
　
柳
澤
章
学
長

◆
教
務
部
入
試
室
長
　
川
村
清
志

教
授
（
新
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
長

村
川
正
夫
教
授
（
再
任
）

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
情
報
工
学

専
攻
幹
事
　
磯
野
春
雄
教
授
（
再

任
）

◆
工
業
教
育
研
究
所
長
　
原
田
昭

教
授
（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

原
田
昭
教
授
（
再
任
）

◆
工
業
技
術
博
物
館
長
兼
担
　
松

野
建
一
教
授
（
再
任
）

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン
タ
ー
長

兼
担
　
三
好
和
壽
教
授
（
新
任
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

三
好
和
壽
教
授
（
新
任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

長
兼
担
　
三
好
和
壽
教
授
（
再
任
）

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長

西
村
誠
介
教
授
（
新
任
）

◆
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

酒
井
誠
教
授
（
再
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
　
船
橋

昭
一
教
授
（
再
任
）

◆
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ
Ｅ

演
習
室
長
兼
担
　
梅
崎
栄
作
教
授

（
新
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
兼
担

樺
澤
康
夫
教
授
（
新
任
）

◆
L
C
セ
ン
タ
ー
準
備
室
長
兼
担

椋
田
實
教
授
（
新
任
）

◆
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

酒
井
茂
紀
教
授
（
再
任
）

◆
電
気
実
験
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

石
田
之
則
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

桑
原
文
夫
教
授
（
再
任
）

（
5
月
1
日
付
）

◆
財
務
部
長
補
佐
　
大
西
毅

【
配
置
換
】（
4
月
1
日
付
）

◆
共
通
系
船
橋
昭
一
教
授→

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
教
授

◆
シ
ス
テ
ム
工
学
科
加
藤
重
雄
教

授→

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
藤
野
充
平

教
授→

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ

Ａ
Ｅ
演
習
室
教
授

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
江
藤
香
助

手→

情
報
工
学
科
助
手

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
松
田
　
洋

助
手→

情
報
工
学
科
助
手

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
吉
岡
亨
助

手→

シ
ス
テ
ム
管
理
室
助
手

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
ナ
ン
ダ

ー
ル
実
験
講
師→

シ
ス
テ
ム
管
理

室
助
手

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
加
藤
直
実

験
講
師→

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／

Ｃ
Ａ
Ｅ
演
習
室
助
手

◆
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
木
下
孝
二

技
術
職
員→

情
報
工
学
科
技
術
職

員（5
月
1
日
付
）

◆
総
務
部
付
（
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

勤
務
）
松
倉
宏
一→

総
務
部
付

（
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
勤
務
）

国
外
出
張
（
4
月
〜
5
月
）

◆
飯
塚
完
司
講
師
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
コ
ロ
ン
ビ
ア

（
4
／
15
〜
23
）
／
目
的
＝
第
6
回

低
次
元
構
造
お
よ
び
デ
バ
イ
ス
に

関
す
る
国
際
会
議
2
0
0
7
で
の

研
究
発
表
◆
鈴
木
清
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ

リ
ア
（
4
／
15
〜
22
）
／
目
的
＝

第
2
回
国
際
工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
会
議
に
て
論
文
発
表
◆
酒
井
康

夫
部
長
（
財
務
部
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
4
／
24
〜
5
／
1
）
／

目
的
＝
2
0
0
7
カ
ナ
ダ
研
修
所

終
了
式
お
よ
び
L
C
コ
ン
ボ
ケ
ー

シ
ョ
ン
出
席
◆
田
中
隆
治
准
教
授

（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
4
／
26
〜
5
／

4
）
／
目
的
＝
北
杜
市
教
育
委
員

会
主
催
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に

関
す
る
指
導
◆
成
田
剛
准
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド

（
4
／
27
〜
5
／
5
）
／
目
的
＝
日

本
国
政
府
O
D
A
有
償
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・

エ
ロ
ー
ラ
ー
石
窟
寺
院
の
保
存
修

復
◆
八
木
田
浩
史
准
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
5
／
6
〜
10
）
／
目
的
＝
第
6
回

ア
ジ
ア
太
平
洋
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
技
術
会
議
で
の
研
究

発
表
◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド

（
5
／
29
〜
6
／
3
）
／
目
的
＝
K

E
S
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
マ
ル
チ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
論
文
発
表

▼
学
園
創
立
百
周
年

の
御
祝
い
を
創
立
記

念
日
で
あ
る
6
月
29

日
、
帝
国
ホ
テ
ル
を

会
場
に
学
園
内
外
の

多
数
の
関
係
者
を
お

招
き
し
て
式
典
及
び

祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。

6
月
29
日
と
い
う
日
は
、
1
9

3
1
（
昭
和
6
年
）
に
、
東
京

工
科
学
校
か
ら
財
団
法
人
東
京

工
科
学
校
と
し
て
新
た
な
工
業

学
校
で
あ
る
東
京
工
業
学
校
の

設
立
を
申
請
し
、
甲
種
工
業
学

校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
日
に
ち

な
み
ま
す
。
百
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
と
も
に
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
学
園
の
発

展
は
我
々
教
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
学
園
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
学
生
諸
君
及
び
ご
父
母
、
O

B
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
多

数
の
関
係
者
の
協
力
な
し
で
は

不
可
能
で
す
。
6
月
29
日
は
こ

の
様
な
思
い
を
込
め
た
、
御
祝

い
と
感
謝
の
日
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
実
体
験
を

重
視
し
た
工
業
工
学
教
育
は
人

間
教
育
で
あ
る
」
と
の
教
育
理

念
を
つ
ら
ぬ
い
て
き
た
学
園
の

歴
史
に
学
び
、
未
来
を
拓
い
て

い
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
す

る
こ
と
が
本
学
園
の
社
会
的
使

命
で
あ
り
、
学
園
の
第
二
世
紀

へ
の
新
た
な
出
発
の
日
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
F
）

平
成
19
年
4
月
1
日
、
本
学

の
組
織
を
一
部
変
更
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
よ
り
き
め
細
か
な

教
育
研
究
活
動
や
管
理
運
営
の

実
施
が
期
待
さ
れ
る
。

教
学
組
織
で
は
、
「
共
通
系
」

を
「
共
通
教
育
系
」
に
変
更
。

さ
ら
に
、
共
通
教
育
系
を
、
そ

の
担
当
す
る
教
育
分
野
に
応
じ

て
「
教
養
教
育
課
程
」
「
専
門
基

礎
教
育
課
程
」「
英
語
教
育
課
程
」

「
教
職
教
育
課
程
」
に
分
類
。
各

課
程
ご
と
に
幹
事
を
置
き
、
よ

り
き
め
細
か
い
教
育
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
様
再
編
成
し
た
。

付
属
施
設
で
は
、
広
く
超
高

電
圧
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
学
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
ね
ら
い
で
「
超
高
圧

放
電
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
超

高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し

た
。
ま
た
、
「
保
健
体
育
セ
ン
タ

ー
」
を
「
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」

に
名
称
変
更
。
学
生
、
教
職
員

の
健
康
管
理
に
特
化
し
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
た
。
さ

ら
に
教
学
組
織
の
「
情
報
技
術

セ
ン
タ
ー
」
と
、
事
務
組
織
の

「
事
務
シ
ス
テ
ム
管
理
室
」
を
統

合
し
、
新
た
に
「
シ
ス
テ
ム
管

理
室
」
を
設
置
し
た
。
本
学
の

情
報
関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を

総
合
的
に
管
理
・
運
営
し
、
本

学
の
教
育
研
究
活
動
や
事
務
処

理
の
効
率
化
・
効
果
的
な
運
用

を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
従
前
の
「
情
報

技
術
セ
ン
タ
ー
」
の
一
部
機
能

を
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ

Ｅ
演
習
室
」
と
し
て
独
立
し
、

実
験
教
育
系
セ
ン
タ
ー
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
最
後
に

「
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設

で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
本

学
の
研
究
機
能
の
充
実
・
発
展

を
期
し
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

既
設
の
先
端
材
料
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
、
超
高
電
圧
研
究
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
技
術
研
究
系
セ

ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。

セクシャル・ハラスメントへの対応NEW環境展に出展

本学の展示を見る来訪者

本学では、学生、職員一人ひとりが個人として
尊重され、人権侵害と性差別のない環境作りに取
り組んでいる。この目的のため、平成15年度より
セクシャル・ハラスメント防止委員会を設置し、
また、個人が安心して相談できるように学内に相
談員を配置し、その氏名、連絡先を公表している。
防止委員会委員や相談員等、問題処理に係った全
てのものは、相談者や当事者のプライバシーを保
護し、相談内容についてはその秘密を厳守してい
るので、問題があればひとりで悩まず安心して相
談をして欲しい。
今年度4月1日付で新たに選任された相談員は次

の通りである。

セクシュアル・ハラスメント相談員

村田　泰彦 ymurata@nit.ac.jp 10480-33-7633

白石　一郎 siraisi@nit.ac.jp 10480-33-7704

上野　貴博 ueno@nit.ac.jp 10480-33-7667

鈴木　宏典 viola@nit.ac.jp 10480-33-7734

高瀬　浩史 takase@nit.ac.jp 10480-33-7738

小川　万希子 ma_ogawa@nit.ac.jp 10480-33-7539

日下部　恵美子 e-kusa@nit.ac.jp 10480-33-7507

江原　慎一 ehara@nit.ac.jp 10480-33-7508

初見　範子 nori@nit.ac.jp 10480-33-7510

杉村　京子 sugimura@nit.ac.jp 10480-33-7503

去
る
5
月
20
日
（
日
）
午
後

1
時
よ
り
、
本
学
学
友
会
館
ホ

ー
ル
に
て
平
成
19
年
度
後
援
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
は
、
柳
澤
学
長
な
ら
び

に
佐
伯
後
援
会
長
の
挨
拶
の
後
、

小
笠
原
副
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
進
行
。

第
1
号
議
案
「
平
成
18
年
度

事
業
報
告
」
、
第
2
号
議
案
「
平

成
18
年
度
決
算
報
告
・
同
監
査

報
告
」
、
第
3
号
議
案
「
平
成
19

度
事
業
計
画
」
、
第
4
号
議
案

「
平
成
19
年
度
予
算
」
、
第
5
号

議
案
「
理
事
・
監
事
の
選
考
」

は
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承

認
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し

た
。理

事
・
監
事
選
考
の
結
果
、

平
成
19
年
度
の
後
援
会
理
事
は

1
0
9
名
、
監
事
2
名
。
執
行

部
は
次
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

会
長
　
　
川
島
敬
司
（
神
奈
川
）

副
会
長
　
神
戸
和
幸
（
三
重
）

知
花
賢
良
（
沖
縄
）

小
笠
原
康
雄
（
新
潟
）

総
務
　
　
伊
藤
　
茂
（
大
阪
）

中
島
構
治
（
佐
賀
）

財
務
　
　
須
川
　
浩
（
群
馬
）

磯
貝
栄
一
（
福
島
）

監
事
　
　
赤
羽
恵
津
子
（
静
岡
）

門
口
　
満
（
千
葉
）

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内
見

学
が
実
施
さ
れ
、
懇
親
会
も
行

わ
れ
た
。

（8） 平成19年6月22日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第147号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
だ
よ
り
　

―
定
例
総
会
報
告
―

人
事
異
動

国
外
出
張
（
4
月
〜
5
月
）

7月23日（月）～8月4日（土）、本学主催の「文部科学大臣認定・
免許法公開講座」が学内で開講される（現在文部科学省へ申請中）。
本講座は①高等学校教諭専修免許（工業）②中学校教諭専修免許
（技術）の取得を目指すもの。専修免許取得のために必要な単位数は、
在職年数3年を満たしている全ての者が15単位必要。
開講要項請求は本学生涯学習センター（1 0480－34－4111（代））

全国の中学校技術・家庭科「技術分野」担当教員を対象にした実
技研修講座が8月6日（月）から8日（水）まで、本学技術科実習室で
開催される。
本学と全日本中学校技術・家庭科研究会、東京都中学校技術・家

庭科研究会の共催によるもので定員30名である。
内容は、中学校技術・家庭科技術分野「A、技術とものづくり」に
関する教材開発と指導・評価の研究を行う。参加費用は4千円で受講
証明書を発行する。
問い合わせは、本学教職教育センター長　原田昭

（1 0480－33－7737、FAX 0480－33－7744）

中学校「技術」実技研修講座

専修免許取得の公開講座
募集

k
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編 集 後 記

本
学
組
織
の
一
部
を
変
更

環境マネジメント活動の推進 本
学
組
織
の
一
部
を
変
更

NEW環境展に出展




